
 

 

 

 

 

 

 

２０２２年合格目標 司法書士講座 
 

受講ガイド 
【中上級者対象コース】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これはＴＡＣ/Ｗセミナー司法書士講座における「中上級者対象コース（講座・答

練）」・「山本オートマチック中上級コース」の「講座別受講ガイド」です。 

ＴＡＣの利用方法につきましては、対となる別冊「ＴＡＣ利用ガイド」をご活用

ください。 



司法書士本試験について 
 

必ずご確認ください 

 司法書士筆記本試験は、毎年１回、例年７月の第１日曜日に実施されます。本試験の流れにつきま

しては、例年の日程を参考にいたしまして下記にご案内いたしますが、変更となる場合（例：2020年

度は10月に延期されました）もございますので予めご承知おきください。 

 なお、ＴＡＣでは受験申込の代行は行っておりません。受験申込手続は、必ず皆様方ご自身

で行っていただきますようお願い申し上げます。 

 

◎受験申請書の配布 例年４月上旬～５月中旬 （2021年度参考） 

 受験申請書は法務局または地方法務局館内にて交付。法務局ま
たは地方法務局へ郵送で請求することも可能。 

※法務局・地方法務局の所在地等は法務局ウェブサイト参照。 

 法務局 http://houmukyoku.moj.go.jp/ 

※受験要項は例年４月上旬に法務省ウェブサイトにて発表。 

法務省 http://www.moj.go.jp/ 

◎受験申込受付 例年４月末or５月上旬～中旬の２週間 （2021年度参考） 

 直接持参あるいは郵送により、試験場の所在地（受験地）を管
轄する法務局または地方法務局の総務課へ提出。 

◎受験料 8,000円（収入印紙で納付） （2021年度参考） 

◎受験資格 制限なし （2021年度参考） 

◎筆記試験日 例年７月の第１日曜日 （2021年度参考） 

◎筆記・択一式基準点発表 例年８月中旬 （2021年度参考） 

◎筆記・合格者等の発表 例年10月中旬 （2021年度参考） 

・法務省ウェブサイトに合格者の受験番号を掲載 

・受験地管轄法務局・地方法務局にて合格者の受験番号を掲示。 

※筆記試験合格通知（郵送）は、口述試験受験票を兼ねる。 

◎口述試験日 例年10月下旬 （2021年度参考） 

◎最終合格者の発表 受験番号の掲載：例年11月中旬（2021年度参考） 

・法務省ウェブサイトに合格者の受験番号を掲載。 

・受験地管轄法務局・地方法務局にて合格者の受験番号を掲示。 

受験者氏名の公告：例年11月下旬 （2021年度参考） 

 官報へ受験番号及び氏名を掲載。 

 

■司法書士試験に関する詳細は下記へお問い合わせください。 

 法務局・地方法務局（所在地・問合せ先は局により異なります。各局のウェブサイトをご参照ください。） 

法務局ウェブサイトアドレス http://houmukyoku.moj.go.jp/ 
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はじめに 
 

 

 この度は、ＴＡＣ司法書士講座をご受講いただきまして誠にありがとうございます。 

 

 本書は、当講座を受講される方のため教材や各種フォロー サービス等に関するご案内を

まとめた『講座別 受講ガイド』です。別途お渡ししております『ＴＡＣ利用ガイド』と併

せてご覧ください。また、受講終了までご利用いただくものとなりますので、大切に保管し

ていただきますようお願い申し上げます。 

 

 ＴＡＣは合格のために必要な知識や受験テクニックを受講生の皆様に効率よく提供する

ことにより、短期間で合格していただくことを第一の目的と考えております。したがって、

本書はこれから司法書士試験合格を目指すにあたり、受講生の皆様にどのように当講座を利

用していただくか、その効果的な活用方法を項目ごとに要約しております。 

 

 皆様が合格を勝ち取られますよう、ＴＡＣ司法書士講座の講師・スタッフ一同、精一

杯サポートさせていただきます。 

 

ＴＡＣ司法書士講座 
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司法書士 中上級者対象コース（講義・答練） 受講ガイド 

CONTENTS 
 

通学メディア・通信メディア共通編   

 １. 会員証について Ｐ 4  マイページ登録について 
 TAC WEB SCHOOL マイページは、すべての受講

生の皆様に登録していただく必要がございます。 

 登録をまだ行われていない場合は、 

[https://portal.tac-school.co.jp]から→

[ログインページへ]→[マイページ

登録] と進み、画面の案内に従って

登録を完了させてください。 

 

 ２. 講義・教材について Ｐ 6  

 ３. 演習・答練について Ｐ 9  

  ★「答練」・「模試」の受講について Ｐ 12  

 ４. 公開模試について Ｐ 18  

 ５. 質問・相談について Ｐ 19  

 ６. 各種フォロー・サービス対応表 Ｐ 22  

 ７. 各種サービス提供期限一覧 Ｐ 24  

 ８. 教育訓練給付制度について Ｐ 25  

 ９. その他 Ｐ 29   

教室講座編  以下については別冊「ＴＡＣ利用ガイド」

またはTAC WEB SCHOOL をご覧ください。 

 

通学メディア・通信メディア共通編 

１．講座開始日と受講期間 

２．会員証について 

３．マイページ登録について 

４．講義出席状況の確認 

５．施設利用上の注意事項 

６．自習室について 

７．日程変更について 

８．教材を紛失した場合 

９．住所等を変更される場合 ※ 

10．在籍証明書・履修証明書について 

11．ＴＡＣ利用上の注意事項 

12．災害時の対応・行動 

教室講座・ビデオブース講座編 

１．教室講座受講上の諸注意 

２．欠席した場合の教材受け取り 

３．ビデオブース講座受講上の諸注意 

４．ビデオブースの利用方法 

５．ビデオブースの予約 

通信メディア編 

１．教材発送について 

２．TAC WEB SCHOOL 利用方法 

３．TAC WEB SCHOOL に関するＦＡＱ 

 

 １. 欠席した場合のフォロー Ｐ 34  

 ２. もう一度講義を受講したい場合 Ｐ 35  

 ３. 答案の採点および成績発表について Ｐ 36  

ビデオブース講座編  

 
１. 答練等の受講、答案の採点および成績

発表について 

Ｐ 38  

 ２. 答練・演習の教室振替について Ｐ 39  

 ３. もう一度講義を受講したい場合 Ｐ 40  

通信メディア編 （ＤＶＤ通信講座・Ｗｅｂ通信講座）  

 １. 教材発送について Ｐ 42  

 ２. 答案添削の流れ Ｐ 43  

 ３. i-support 【通学・通信共通】 Ｐ 45  

 ４. スクーリング Ｐ 46  

 ※ 「３」の「i-support」は、通学の方もご利用いた

だけます。 

 

巻末  

 １. 

２． 

３． 

４． 

５． 

住所変更手続き（変更届出書） 

質問カード 

ＮＥＸＴ割引 

お問合せ先一覧 

ＴＡＣ ＭＡＰ 

 

 
  



 - 3 -  

通学メディア・通信メディア 

共通編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ＴＡＣ提携校での各種サービス等は、ＴＡＣ直営校と異なる場合がございます。

詳しくは各ＴＡＣ提携校へお問い合わせください。 

・ Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォローをご利用の際は、TAC WEB SCHOOLへログイン

して「よくある質問」や「ヘルプ」をご覧いただくか、「ＴＡＣ利用ガイド」（「通信

メディア編」の「２ TAC WEB SCHOOL利用方法」）をご参照ください。 

・ 「本試験」とは、2022年7月の司法書士筆記本試験を指します。 
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１ 会員証について 
 

ＴＡＣ受講生となった方には、「会員証」を発行いたします。 

 会員証は、皆様がＴＡＣの受講生であることを証明する大切なものです。ＴＡＣご利用の際には、

常に携帯していただき、以下の注意事項を遵守してください。 

 

１．会員証について 

（１）会員証は本人のみに有効であり、他人へ譲渡または貸与することはできません。 

（２）会員証を紛失した場合には、受付窓口にて再発行いたします。なお、再発行には、別途手数

料がかかります。この場合、再発行日以前の講義は欠席分を含めて、日程表どおりに出席

したものとして扱います。また、テキスト等の教材もお渡し済みとして処理いたします。 

（３）会員証を不正に利用させた場合、並びに不正に利用した場合には、当該コース正規受講料

の３倍の料金を申し受けます。 

（４）会員証に表示されている有効期限を過ぎると講義の受講、教材の受取、フォロー制度や自

習室の利用は一切できません。 

 

２．会員証はこのような場面で使用します 

（１）教室講義への出席時やビデオブースを利用する時には、必ず会員証を提示してください。 

    ・教室での講義を受ける時は、会員証は必ず机の上に出しておいてください。講師・スタ

ッフが専用スキャナーにより、会員証記載の二次元バーコードのスキャンを行います

（通信メディアの方がスクーリングを利用する際も同様です）。 

    ・ビデオブースを利用する場合には、視聴前に受付に会員証を提示し、教材をお受け取り

ください。 

※もし会員証を忘れてしまったら… 

     講義を受ける前に、受付にて「仮受講証」の交付を受けてください。 

「仮受講証」の交付がない場合には、講義の受講ができません。 

（２）教材を受け取る際には、会員証を提示してください。テキスト等使用教材につきまして

は、受付にてお渡しします（テキスト代込のコース）。 

（３）クラス振替出席フォロー・クラス重複出席フォローをご利用の際には、会員証をお持ちく

ださい。専用スキャナーによる会員証記載の二次元バーコードのスキャンを行います。 

（４）自習室利用の際にも必ず携帯してください。スタッフが会員証の確認・スキャンを行う場

合がございます。 

    また、お申込みのコースによっては自習室をご利用できない場合があります。詳しくは、

『ＴＡＣ利用ガイド』の通学メディア・通信メディア共通編「６自習室について」をご確

認ください。 
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３．会員証の有効期限 

（１）会員証には、有効期限が表示されています。ＴＡＣサービスのご利用は、すべて有効期限

内に完了してください。また、自習室のご利用も有効期限内となります。 

（２）会員証の有効期限を過ぎた場合には、教材の受け取りなど「該当する目標年度の各種サー

ビス」のご利用は一切できなくなりますのでご注意ください。 

（３）会員証の有効期限は、ＴＡＣサービスの利用期限となります。受講契約の解約・返金時に

算定の基礎となる受講期間とは異なりますのでご注意ください。 

 

４．会員証に関する各種手続き 

お申込みの講座・登録コースによっては、会員証の各種手続きが必要となる場合があります。 

【例】 「答練本科生」「上級総合本科生」等を対象とした「（模試用）受験番号発行手続」 

対象者の方には、手続きの必要な時期になりましたら専用の案内書にてお知らせします。詳し

くは専用の案内書をご確認いただくか、受付窓口にてご確認ください。 

 

５．会員証を紛失した場合 

（１）受付窓口で再発行いたします。その際、①「身分証明書」（運転免許証など）・②「証明写

真」（3ｃｍ×2.4ｃｍ。紛失した会員証の枚数＋１枚）・③「印鑑」をご用意ください。 

（２）再発行の際は、再発行手数料［会員証１枚につき500円（税込）］がかかります。 

（３）再発行日以前の講義は欠席分を含めて、登録コースの日程表どおりに出席したものとして

扱い、教材はお渡し済みとして処理いたします。 

    また、各講座の無料再受講制度（注：司法書士講座にはございません）についてはご利用い

ただけなくなりますので、あらかじめご了承ください。 

（４）会員証の再発行には１週間程度の期間を要します。 
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２ 講義・教材について 
 
ここでは、「講義一覧」と「コース別配付教材一覧」を合わせてご案内いたします。 
 
＜表の見方＞ 

 

 ※この表は次ページ以降に

掲載されている表の抜粋版

です。 

見方の説明ですので、部分的

に切り抜いた形になってい

ます。 

 

 

（図の例） 

「上級総合本科生」 

総回数：「129回」 

含まれる講義：「択一式対策

講座【理論編】民法」計18回 

含まれる教材：「テキストⅠ」

「テキストⅡ」 

 

①右列に並んだ「講義」「答練」の項目を選んでください。「本科生」「パック」「単科」の下にコース
名が並んでいます。ご自身の申込コースをお選びください。 

②そのコースの総回数 
 ⇒ 選んだコース名の下に出ている回数が、コースの総回数です。 

③そのコースに含まれる講義（答練・模試） 
 ⇒ 「●」「○」「（●）」「（○）」「◎」のいずれかの印がついているものが、コースに含まれる講義
（答練・模試）です。 

④そのコースに含まれる教材 
 ⇒ 「●」印は「対象講義（答練・模試）」かつ「教材配付あり」です。 
 ⇒ 「○」印は「対象講義」ただし「教材は別売」です。適宜お買い求めください。 
 ⇒ 「（●）」「（○）」印のように（ ）が付く場合は、「お申込科目のみ対象」です。 
 ⇒ 「◎」印は「解説講義ありコースのみ対象」（解説講義なしコースは対象外）です。 
  教材の配付開始時期は教材名の横の日付をご確認ください。 

 

※教材の訂正情報について 
配布教材に訂正が判明した場合は、TAC WEB SCHOOLにて公開しています。マイページへログイン

後、学習フォローの［正誤情報］メニューを開き、教材の訂正情報を確認してください。 
なお、早期に判明した場合は講義録に予め添付することもございます。  
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コース名 科目 回数
配付開始

時期

129

回

96

回

63

回

37

回

66

回

33

回

59

回
― ―

26

回
―

24

回

10

回

'21 8/17(火) ● ● （●）

8/17(火) ● ● （●）

8/17(火) ● ● （●）

8/17(火) ● ● （●）

11/9(火) ● ● （●）

11/9(火) ● ● （●）

民訴等 8回 '22 1/5(水) ● ● （●）

供託・書士法 4回 1/5(水) ● ● （●）

憲法・刑法 4回 1/5(水) ● ● （●）

民法 7回 12/8(水) ● ● ● ● （●）

不動産登記法 7回 '22 2/2(水) ● ● ● ● （●）

商法・商登法 7回 3/9(水) ● ● ● ● （●）

民訴等 4回 3/23(水) ● ● ● ● （●）

供託・書士法 4回 4/1(金) ● ● ● ● （●）

憲法・刑法 4回 4/8(金) ● ● ● ● （●）

択一式対策

講座

【実践編】

（全33回）

教材　［計4冊］

テキスト

教材　［計4冊］

教材　［計4冊］

教材　［計3冊］

教材　［計3冊］

教材　［計3冊］

教材

【講義】
●：「対象講義」、かつ「教材配付あり」
○：「対象講義」、ただし「教材は別売（配布教材なし）」
（●）および（〇）：「お申込科目のみ対象」
　　⇒　欄内に○印がある場合、教材は別途お買い求めください。

【答練】
●：「解説講義ありコース」「解説講義なしコース」共通
　　「対象講義（答練・模試）」かつ「教材配付あり」
◎：「解説講義ありコース」のみ対象
　　「対象講義（答練・模試）」かつ「教材配付あり」

テキスト商業登記法

テキスト

テキスト

択一式対策

講座

【理論編】

（全66回）
17回

テキスト Ⅰ

テキスト Ⅱ

テキスト Ⅰ

テキスト Ⅱ

テキスト商法・会社法

民法 18回

不動産登記法 15回

商法・商登法

講義
カリキュラム・使用教材一覧

本科生 パック 単科
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１ 中上級者対象コース一覧   ※オプション教材（別売）はＰ８参照 

 

上

級

総

合

本

科

生

山

本

プ

レ

ミ

ア

ム

上

級

本

科

生

上

級

総

合

パ

ッ
ク

実

践

力

養

成

パ

ッ
ク

択

一

式

対

策

講

座

【
理

論

編

】
パ

ッ
ク

択

一

式

対

策

講

座

【
実

践

編

】
パ

ッ
ク

山

本

プ

レ

ミ

ア

ム

中

上

級

講

座

パ

ッ
ク

択

一

式

対

策

講

座

【
理

論

編

】
科

目

別

択

一

式

対

策

講

座

【
実

践

編

】
科

目

別

記

述

式

対

策

講

座

山

本

プ

レ

ミ

ア

ム

中

上

級

講

座

　

科

目

別

オ
ー

ト

マ

チ

ッ
ク

シ

ス

テ

ム

記

述

式

講

座

本

試

験

テ

ク

ニ

カ

ル

分

析

講

座

答

練

本

科

生

答

練

本

科

生

記

述

対

策

プ

ラ

ス

１

月

答

練

パ

ッ
ク

４

月

答

練

パ

ッ
ク

答

練

３

種

パ

ッ
ク

総

合

力

底

上

げ

答

練

科

目

別

全

潰

し

答

練

合

格

力

完

成

答

練

コース名 科目 回数
配付開始

時期

129

回

96

回

63

回

37

回

66

回

33

回

59

回
― ―

26

回
―

24

回

10

回

28

回

54

回

22

回

10

回

24

回

6

回

12

回

6

回

'21 8/17(火) ● ● （●）

8/17(火) ● ● （●）

8/17(火) ● ● （●）

8/17(火) ● ● （●）

11/9(火) ● ● （●）

11/9(火) ● ● （●）

民訴等 8回 '22 1/5(水) ● ● （●）

供託・書士法 4回 1/5(水) ● ● （●）

憲法・刑法 4回 1/5(水) ● ● （●）

民法 7回 12/8(水) ● ● ● ● （●）

不動産登記法 7回 '22 2/2(水) ● ● ● ● （●）

商法・商登法 7回 3/9(水) ● ● ● ● （●）

民訴等 4回 3/23(水) ● ● ● ● （●）

供託・書士法 4回 4/1(金) ● ● ● ● （●）

憲法・刑法 4回 4/8(金) ● ● ● ● （●）

'21 10/27(水) ● ● ● ●

11/10(水) ● ● ● ●

11/10(水) ● ● ● ●

11/10(水) ● ● ● ●

11/17(水) ● ● ● ●

11/17(水) ● ● ● ●

12/15(水) ● ● ● ●

'22 1/26(水) ● ● ● ●

1/26(水) ● ● ● ●

1/26(水) ● ● ● ●

2/2(水) ● ● ● ●

2/2(水) ● ● ● ●

プレミア 1 民法Ⅰ ○ ○ （〇）

プレミア 2 民法Ⅱ ○ ○ （〇）

不動産登記法 7回 プレミア 3 不登法 ○ ○ （〇）

プレミア 4 会・商・商登Ⅰ ○ ○ （〇）

プレミア 5 会・商・商登Ⅱ ○ ○ （〇）

憲法 4回 ○ ○ （〇）

刑法 4回 ○ ○ （〇）

民訴等 7回 プレミア 7 民訴・執・保 ○ ○ （〇）

供託・書士法 3回 プレミア 8 供託・書士法 ○ ○ （〇）

要点ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ 1回 ○ ○ （〇）

オートマ 不登法　記述式 ○ ○

みるみるわかる！不登法 ○ ○

オートマ 商登法　記述式 ○ ○

みるみるわかる！商登法　 ○ ○

10回 短期合格のツボ ○ ○

2回 日程表参照 ● ● ●

試験 ● ● ● ●

解説講義 ◎ ◎ ◎ ●

試験 ● ● ● ● ●

解説講義 ◎ ◎ ◎ ◎ ●

試験 ● ● ● ● ● ●

解説講義 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●

試験 ● ● ● ● ● ● ● ●

解説講義 ● ● ● ● ◎ ◎ ◎ ◎

試験 ● ● ● ● ● ● ● ●

解説講義 ● ● ● ● ◎ ◎ ◎ ◎

択一式対策

講座

【実践編】

（全33回）

教材　［計4冊］

テキスト

教材　［計4冊］

教材　［計4冊］

教材　［計3冊］

教材　［計3冊］

教材　［計3冊］

教材

【講義】
●：「対象講義」、かつ「教材配付あり」
○：「対象講義」、ただし「教材は別売（配布教材なし）」
（●）および（〇）：「お申込科目のみ対象」
　　⇒　欄内に○印がある場合、教材は別途お買い求めください。

【答練】
●：「解説講義ありコース」「解説講義なしコース」共通
　　「対象講義（答練・模試）」かつ「教材配付あり」
◎：「解説講義ありコース」のみ対象
　　「対象講義（答練・模試）」かつ「教材配付あり」

テキスト商業登記法

テキスト

テキスト

択一式対策

講座

【理論編】

（全66回）
17回

記述式対策

講座

（全26回）

オートマチックシステム

記述式講座

山本

プレミアム

中上級講座

（全58回）

※要点ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ

は回数カウント

対象外

テキスト Ⅰ

テキスト Ⅱ

テキスト Ⅰ

テキスト Ⅱ

テキスト商法・会社法

民法 18回

不動産登記法 15回

商法・商登法

民法

18回

24回

合格力

完成答練
6回 各回　問題／解説

全国公開

模試
3回

全国実力

Check模試
1回

【午前の部・午後の部】

問題／解説

【午前の部・午後の部】

各回　問題／解説

総合力

底上げ答練
6回 各回　問題／解説

科目別

全潰し答練
12回 各回　問題／解説

問題／（解説）基礎演習

本試験テクニカル分析講座

各模試実施

回より配付

答練

本科生 パック 単科

各答練実施

回より配付

講義
カリキュラム・使用教材一覧

本科生 パック 単科

プレミア 6 憲法・刑法 正式名称や

販売価格等

は「別売教

材一覧」参

照
（講義録添付レジュメ使用）

【理論編】テキスト

【実践編】問題

【実践編】答案用紙

【実践編】解答解説

【実践総合編】問題解答例

【実践総合編】答案用紙

【実践編】解答解説

【実践総合編】問題解答例

【実践総合編】答案用紙

別

売

別

売

商法・商登法

15回

不動産登記法

商業登記法

【理論編】テキスト

【実践編】問題

【実践編】答案用紙

13回

13回
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２ 別売教材一覧 
前述「１」の表内で「別売」と示した教材は、コースに教材が含まれておりません。 

「使用教材」：講義で使用する教材です。受講開始前に適宜ご購入ください。 
「オプション教材」：講義では使用しません。必要に応じてご購入ください。 

 

◆「別売」教材◆ ※早稲田経営出版刊行 及び ＴＡＣ内部教材 

 

・市販書籍は、法改正などの影響により、予告なく改訂されることもございます。 

 市販書籍のご購入、改訂予定情報、正誤情報、法改正情報等は、ＴＡＣ出版書籍販売サイト

「Cyber Book Store（サイバーブックストア）」【https://bookstore.tac-school.co.jp】に

てご利用いただけます。 

・「山本プレミアム上級本科生」「山本プレミアム中上級講座」「オートマチックシステム記述式講座」「本

試験テクニカル分析講座」は、いずれも教材が別売です。 

 ただし「山本プレミアム上級本科生」の場合、模試関連の教材は「配付」対象となります。 

・オプション教材「【理論編】トレーニング 未出問題集」（Ａ５サイズ）は、「基礎マスタートレーニング」

（初学者対象：基礎総合コース受講生限定教材、過去問対策用、Ｂ５サイズ）とは全くの別物です。 

・オプション教材は必須教材ではありません。ＴＡＣ校舎窓口もしくは郵送にてお求めいただけます。 

・オプション教材の価格・お申込みコード等は、司法書士講座ウェブサイトもしくは「中上級者対象コース」

パンフレットの受講料一覧「オプション教材」欄をご覧ください。 

※『山本浩司のオートマシステムプレミア』：正式名称は『山本浩司のautoma system premier』 

※『山本浩司のオートマシステム』：正式名称は『山本浩司のautoma system』 

申込コース 使用教材名　【市販書籍】

申込コース オプション教材　【内部教材】

【理論編】 トレーニング　未出問題集 　民法

【理論編】 トレーニング　未出問題集 　不動産登記法

【理論編】 トレーニング　未出問題集 　商法・商業登記法

【理論編】 トレーニング　未出問題集 　民訴・民執・民保法

【理論編】 トレーニング　未出問題集 　供託法・司法書士法

【理論編】 トレーニング　未出問題集 　憲法・刑法

みるみるわかる！不動産登記法　（第８版）
不動産登記法

商業登記法

本試験テクニカル分析講座

山本浩司のオートマシステム 商業登記法　[記述式]　（第９版）

みるみるわかる！商業登記法　（第９版）

2022年版　山本浩司のオートマシステム　総集編　短期合格のツボ

科目

山本プレミアム

中上級講座
商法・商業登記法 早

稲

田

経

営

出

版

刊

山本浩司のオートマシステムプレミア　１　民法Ⅰ（第５版）

山本浩司のオートマシステムプレミア　２　民法Ⅱ（第５版）

山本浩司のオートマシステムプレミア　３　不動産登記法（第６版）

山本浩司のオートマシステムプレミア　４　会社法・商法・商業登記法Ⅰ（第６版）

山本浩司のオートマシステムプレミア　５　会社法・商法・商業登記法Ⅱ（第６版）

オートマチック

システム記述式

講座

民法・不動産登記法

マイナー科目

山本浩司のオートマシステムプレミア　６　憲法・刑法（第５版）

山本浩司のオートマシステムプレミア　７　民事訴訟法・民事執行法・民事保全法

（第６版）

山本浩司のオートマシステムプレミア　８　供託法・司法書士法（第６版）

山本浩司のオートマシステム 不動産登記法　[記述式]　（第９版）

12/22(水)

12/22(水)

択一式対策講座

【理論編】

※受講者限定「オ

プション」教材

内

部

教

材

窓口配付可能日

/通信発送可能日

'21 8/27(金)

10/8(金)

11/11(木)

12/22(水)

https://bookstore.tac-school.co.jp/
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３ 演習・答練について 
 

演習や答練の実施は、種類によって異なります。採点方法と答案返却方法も合わせてご確認

ください。 

 

１ 演習・答練等の種類と内容 
■実施テスト類一覧 

 名称 回数 問題数 解答時間 添削等の有無 

講
義 

①択一式対策講座【実践編】 科目によ

り異なる 

【自宅演習型】 

各回で異なる（教材に予め掲載） 

指定なし 

（目安：30分） 

添削なし・ 

成績判定 

なし 

②記述式対策講座 

（実践編・実践総合編） 

各科目 実践編5回・実践総合編2回 

問題数は各回で異なる（教材に予め掲載） 

講義にて講師が指定 

③オートマチックシステム

記述式講座 

24回 【自宅演習型】 

記述：不登各回3～4問・商登各回2～3問 

（講師が前の回で指定） 

指定なし 

④山本プレミアム上級本科

生 基礎演習 

2回 【自宅演習型】 

択一：各回25問 

90分 

⑤上級総合本科生・上級総合

パック 基礎演習 

2回 【自宅演習型】 

択一：各回25問 

90分 

答
練
・
模
試 

⑥総合力底上げ答練 6回 総復習 

各回 択一35問＋記述2問 

３時間 

添削あり・ 

成績判定 

あり 

（要答案提出） 

⑦科目別全潰し答練 12回 科目別 

各回 択一35問＋記述2問 

３時間 

⑧合格力完成答練 6回 総整理 

各回 択一35問＋記述2問 

３時間 

⑨全国実力Check模試 1回 午前：択一35問 

午後：択一35問＋記述2問 

午前２時間 

午後３時間 

⑩全国公開模試 3回 午前：択一35問 

午後：択一35問＋記述2問 

午前２時間 

午後３時間 

 

※ お申込みいただいたコースによって、受講対象となる演習・答練等が異なります。ご自身が受講対象かどう

か、Ｐ６～の「２ 講義・教材について」におけるコース別一覧にてご確認ください。 
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【自宅演習スタイル】 

対象：①、③、④、⑤（択一式対策講座 実践編、オートマチックシステム記述式講座、山本プレミ

アム上級本科生 基礎演習、上級総合本科生・上級総合パック 基礎演習） 

 ・教材に掲載された問題を、通学メディアの方も、ご自宅で解いていただきます。 

 ・参考書等を見ながら、時間がかかっても構いませんので、ご自身で挑戦してください。 

 ・特に当たって時間の指定はありませんので、しっかり考えて解きましょう。 

 ・①③④⑤は、原則として答案用紙はなく、添削や成績表もございません。 

 

【教室演習スタイル】 

対象：②（記述式対策講座） 

 ・事前に配布した問題を、通学メディアの方は、教室で解いていただきます。 

 ・演習の種類により演習時間の長さ・解説講義時間の長さが異なります。詳細は、各演習の実施時

に随時ご案内いたします。 

 

【答練模試スタイル】 

対象：⑥、⑦、⑧、⑨、⑩（総合力底上げ答練、科目別全潰し答練、合格力完成答練、全国実力Check

模試、全国公開模試） 

 ・本試験に近い時間配分で、同じ数の問題を出題します。 

 ・答案回収後に採点・添削を行い、成績判定後は成績表や添削済答案をＷｅｂで閲覧できます。 

 ・答練の実施概要はＰ１２～、模試の実施概要はＰ１８をご参照ください。 

 ・本科生・パックを「解説講義あり」でお申込みいただいた場合には、解説講義がコースに含まれ

ます。 

 

＜⑥⑦⑧の共通事項＞ 

 ・「答練」を含むコースの通学メディアの方は、試験部分を振替により登録校舎以外の校舎でもご

受講いただくことができます【提携校は対象外】。また通信メディアの方も、「答練教室受講」制

度により試験部分を教室で受けていただくことができます【提携校は対象外】。 

＜⑨⑩の共通事項＞ 

 ・「模試」を含むコースの方は、お申込み時点では、模試は「仮登録」の状態です。2022年 1月下

旬以降、「模試の受験番号発行手続」が必要となります。この手続をすることで、通信メディア

の方も会場で模試を受験することができるようになります。 

＜⑥～⑩の共通事項＞ 

 ・答練・模試を含まないコースをお申込みの方は、⑥～⑩の答練・模試を別途オプション（別料

金）にてお申込みいただくことが可能です。 

 ・答練を含まない本科生の方を対象とした「答練３種パック」の「答練追加申込割引」については

Ｐ３０をご参照ください。 

 ・出題範囲はＰ１１を、実施日程・答案提出期日は答練の日程表、もしくは受講ガイド巻末日程表

をご参照ください。なお、答案の提出・添削・閲覧の流れや成績表・添削済記述式答案のＷｅｂ

閲覧方法等は、Ｐ１２～をご参照ください。 
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【答練の出題範囲】   ※答練・模試の実施時期順に並べています。 

コース 回 
択一式 記述式 

35 問／回 2 問／回 

総合力底上げ答練 

1 【午前科目】 総合 
不動産登記法 (所有権中心) 
商業登記法 （取締役会設置会社の登記） 

2 【午後科目】 総合 
不動産登記法 (抵当権中心) 

商業登記法 (取締役会設置会社以外の会社の登記) 

3 【午前科目】 総合 
不動産登記法 (根抵当権中心) 
商業登記法 （特例有限会社の登記） 

4 【午後科目】 総合 
不動産登記法 （総合） 
商業登記法 （総合） 

5 【午前科目】 総合 

6 【午後科目】 総合 

科目別 
全潰し 
答練 

民法・ 
不登法 

1 民法／総則・物権 

不動産登記法 (総合) 
商業登記法 (総合) 

2 民法／物権・担保物権 

3 民法／担保物権・債権・親族 

4 
民法／親族・相続 
不動産登記法（総論中心） 

5 不動産登記法（各論中心） 

6 不動産登記法（各論中心） 

商法・ 
商登法 

7 会社法（株式会社の設立～解散・清算） 

8 
会社法（持分会社～）・商法（全体） 

商業登記法（総論中心） 

9 商業登記法（各論中心） 

マイナー
科目 

10 民事訴訟法・民事執行法・民事保全法 

11 
民事訴訟法・民事執行法・民事保全法 
司法書士法・供託法 

12 
憲法 
刑法 

全国実力Check 模試 総合／午前の部 (択一式35問) ・ 午後の部(択一式35問・記述式2問) 

合格力完成答練 

1 【午前科目】 総合 

不動産登記法 (総合) 
商業登記法 (総合) 

2 【午後科目】 総合 

3 【午前科目】 総合 

4 【午後科目】 総合 

5 【午前科目】 総合 

6 【午後科目】 総合 

第1 回 全国公開模試 総合／午前の部(択一式35問)・午後の部(択一式35問・記述式2問) 

第2 回 全国公開模試 総合／午前の部(択一式35問)・午後の部(択一式35問・記述式2問) 

第3 回 全国公開模試 総合／午前の部(択一式35問)・午後の部(択一式35問・記述式2問) 

 

※「総合力底上げ答練」「合格力完成答練」の択一式問題は、奇数回に「午前の部」の出題科目（主に実体法）、偶数回に「午後

の部」の出題科目（主に手続法）を出題します。 

※「科目別全潰し答練」の択一式問題は、各回科目別・分野別に出題します。 

※ 解答時間の内訳や注意点は、次ページの１（2）をご参照ください。 
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 ★「答練」・「模試」の受講について 
 

１ 「答練」の受講方法 
※ このページは「答練」を含むコースをお申込みの方、あるいは後日「答練」を別途パックや単科

で申し込む方が対象となります。 

【※】コースによって「解説講義あり」と「解説講義なし」の設定がございますので、ご注意ください。 

 

(１) 受講の流れ 
 

①事前確認 ⇒ 

②答練を受ける 

⇒ 

④解説講義を 

受ける 

（「解説講義あり」の場合） 

⇒ 

⑤Ｗｅｂにて 

添削済記述式答案及び 

成績表（個人別・総合） 

を閲覧する ③答案を提出する 

 

(２) 出題数・解答時間 

【Ａ 総合力底上げ答練】年内に論点を見直して実力の底上げをはかる答練 

【Ｂ 科目別全潰し答練】科目別に出題予想範囲を総ざらいして弱点をつぶす答練 

【Ｃ 合格力完成答練】 合格に直結するレベルの総合的出題で実力を完成させる答練 

 

答練 回 
出題数 

解答時間 解説講義時間 
択一35問 記述2問 

[A] 総合力底上げ答練 

[C] 合格力完成答練 

奇数回 午前科目 

不登法・商登法 ３時間 ３時間 偶数回 午後科目 

[B] 科目別全潰し答練 各回 科目別 

 

・出題範囲はＰ１１をご参照ください。 

・【解説講義ありをお申込みの方】解説講義は択一・記述併せて各回３時間です。 

 

★ ＴＡＣの答練は「毎週記述式２問（不登法１問・商登法１問）を解く」ことと「３時間の間に解き切る時間

感覚を培う」ことを重視し、全回「択一 35 問＋記述２問」「解答時間３時間」で統一させていただきました。 

 そのため、本試験とは時間配分が異なる点もございます。悪しからずご了承ください。 

  実際の本試験では、「択一を短時間で解き切る」「記述式を含めて３時間以内に解き切る」ことができるかど

うかが合否を左右します。できるだけ３時間以内に解いてください。 

 

≪教材の保管・請求期間≫ 

  答練を欠席した場合や教材に不備・不足・乱丁・落丁があった場合の請求可能期間 

  2022年7月 31日まで  ※以後は廃棄します。期日までにご請求ください。 
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２ 答練受講と答案の提出 
 

(１) 事前確認 
 

【通学メディア】  学習メディアが教室講座であってもビデオブース講座であっても、答練は

教室で受けていただきます（教室答練実施校舎に限る）。 

【通信メディア】  ご自宅へ問題等を発送します。日程表で問題発送日・答案提出締切日等を

事前にご確認ください。 

 

(２) 答練を受ける 
 
 新型コロナウィルス等の影響により、受験生の皆様の安全・安心のため、教室での答練受講をご遠

慮いただく場合もございます。あらかじめご了承ください。 

【通学メディア】 答練実施教室で問題・答案用紙等の教材をお渡しいたします。試験開始の合

図とともに、終了の声がかかるまでの間で問題を解いてください。 

 通学生の 

振替受講 

登録校舎以外の校舎でも受講可能です。 

※定員に達していない校舎のみ可／提携校は対象外 

 窓口受取 教室実施のない校舎では、窓口で教材を受け取り自習室等で解いてください。 

【通信メディア】 教材が到着したら、送付明細と照らし合わせて内容物を確認してください。

開始・終了時刻をご自身で決めて、時間内に問題を解いてください。 

 通信生の 

校舎受験 

「答練校舎受験（答練教室受講）」（Ｐ４７）により校舎でも受講可能です。 

到着した教材と会員証を持参し、会場へお越しください。試験開始の合図と

ともに、終了の声がかかるまでの間で問題を解いてください。 

※定員に達していない校舎のみ可／提携校は対象外 

 

≪答案用紙の記入方法（記入見本はＰ１４および問題冊子裏面）≫ 
 

 筆記具 必須記入事項 

択一式答案 

（マークシート） 

ＢまたはＨＢの鉛筆 ①答練番号／②誕生月日(生年は不要)／③実施試験・回数／

④会員番号／⑤受験日・受験地／⑥氏名・フリガナ 

記述式答案 黒色のボールペンま

たは万年筆 

①答練番号／②誕生月日(生年は不要)／④会員番号／⑤受

験地／⑥氏名 

・指定の筆記具を用いて、答案に必要事項を全てご記入ください。インクの消えるボールペンは使

用できません。指定の筆記具以外のものを用いた場合、採点されませんのでご注意ください。 

・「実施試験」欄の「答練」から該当する項目を１つだけ選んでマークしてください。 

・１箇所でも記入漏れがあると成績が正しく処理されず、成績表が出力されません。 

・必ず答案原本を提出してください（コピーでは添削されません）。 

・答案に余事記載（不要な記載）があった場合は、「不要な記載のある答案」として採点します。不

要な記載は減点の対象となります。 

・仮に白紙のまま提出される場合も、「必須記入事項」は全てご記入ください。 

・記述式答案に記載した内容を訂正する場合には、取消線を引いて削除し、修正事項を付近に記載

してください。修正テープや修正ペンは使用できません。本試験と同様です。  



 - 14 -  

≪答案記入見本≫ 

【マークシート（多肢択一式答案）記入見本】 ※マークシートの 項目等は変更されることがございます。 
 

 

 
 

 

【記述式答案記入見本】 
 

 

＜氏名欄以外の必須記入事項について＞ 

①答練番号記入欄 

答練を含むコースを申し込まれた場合、答練専用の６桁の番号が会員

証の右上に記載されています。 

②誕生月日記入欄 

年度は不要です。誕生された月・日をご記入ください。 

受講者様ご本人であることを確認するための必須情報です。 

③種類・回数等記入欄（マークシートのみ） 

実施試験の「種類」、試験の「回数」を記入する欄です。 

種類、回数の情報を正しく記入されなかった場合、成績が正しく判定

されません。 

④会員番号記入欄 

10桁の会員番号は、受講者様を特定し成績結果を正しく分析するため

の必須情報です。 

⑤受験日・受験地 

答練を受験した日付と校舎名をご記入ください。 

⑥氏名・フリガナ 

お名前だけ書き忘れる方が時折いらっしゃいます。特に記述式答案を

２枚提出する際は、一方のみではなく２枚とも必ずお名前をご記入く

ださい。 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 （西暦）

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 年 1 月 15 日

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 校

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 （姓） （名）

1 記入に際しては必ず鉛筆（Ｂ又はＨＢ）を使用すること。 　　良い例

2 「答練番号【模試：受験番号】」、「誕生月日」、「実施試験」、「回数」、「会員番号」、「受験日」、「受験地」、「フリガナ」、「氏名」は、

配付した問題冊子裏面記載の記入例に従って正しく記入すること（模試は専用の受験番号が必要。答練番号で模試は受験できません）。

3 マークは記入例に従い、枠内を濃く塗りつぶすこと。

4 解答は、問題ごとに正しい答えと思う番号にマークすること。なお、正しい答えが２つ以上ある問題はないので、必ず１つの番号にマークすること。

5 マークを訂正する場合には、プラスチック消しゴムで完全に消してから、マークし直すこと。

6 答案用紙を汚したり、折り曲げたりしないこと。

（10桁）

司法書士講座　多肢択一式答案用紙

答練番号（6桁） 誕生月日 実施試験 回数 会員番号

3

【模試：受験番号】 月 日 答練

2 4 0 0 0 0 1 2 3
総合力底上げ

6 7 8 9
科目別全潰し 第２回

0 1 2 3 4 5
第１回

合格力完成 第３回

模試

第４回

第５回

受験日
Check模試 午前 第６回 2022
Check模試 午後 第７回

受験地 新宿第８回公開模試 午前

第９回

第１０回

第１１回奨学生

（回数なし）

注　　　意　　　事　　　項 マーク記入例

　　悪い例

厚生労働省指定通信教育

フリガナ ミサキ タロウ
基礎演習 第１２回

氏名その他 三崎 太郎

公開模試 午後

・

採　点

合
格
力
完
成
答
練
　
第
一
回

の

で

、

こ

の

欄

に

記

載

さ

れ

た

解

答

は

、

採

点

さ

れ

ま

せ

ん

。

氏名

三
崎
　
太
郎

受験地

答練番号 (6桁)

新宿

会員番号 (10桁)

3

0 1 2 3

2 4 0 0 0

誕生月日 (2+2桁)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

①

 

M

a

r

u

1  

①

 

M

a

r

u

②

a

r

u

1  

②

 

M

a

④ ③ 

④ 

⑤ 

⑤ 

⑥ 

⑥ 
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(３) 答案を提出する 

《１》答案提出方法 

【通学メディア】 試験時間終了とともに答案を係員へ提出してください。通学生の「振替受講」

の方、通信生の「校舎受験」の方いずれも同様です。 

時間内に提出された答案を「正規答案【※】」（期限内答案）として扱います。 

 窓口受取 教室実施のない校舎では、窓口へ答案を提出してください。 

【通信メディア】 択一式答案・記述式答案を合わせて、期日までに郵送にて提出してください。

期日までに到着した答案を「正規答案【※】」（期限内答案）として扱います。 

答案提出時の郵送料はお客様のご負担となります。郵送方法などの詳細はＰ

４３～４４をご参照ください。 

なお答案を別々に提出する場合（例：商登法記述式のみ別送 等）には、分

かるようメモ書きなどを添えてください。 

【※】便宜上、提出された答案は次のように分類しています。 

  「正規答案」：提出期限内に提出された答案 

  「期限外答案」：提出期限を過ぎてから提出された答案 

 

《２》答案提出締切日【通学メディア・通信メディア共通】 

 答案提出日 分類 提出先 成績判定・添削 

① 各回の「答案提出締切

日」まで【※】 

正規答案 通学：校舎（教室 or 窓口） 

通信：通信教育部（郵送） 

指定の期日・指定の時刻まで

に成績判定・添削 

② ①～2022年6月 10日

提出分まで（必着） 

期限外答案 通学：校舎窓口 

通信：通信教育部（郵送） 

本試験の前までに、約2週間で

成績判定・添削 

③ 2022年 6月11日～本

試験前日まで（必着） 

成績判定・添削は本試験日以降 

【☆】 

④ 本試験日以降 成績判定・添削をお受けできません。 

 【※】答案提出締切日の詳細は、「中上級者対象コース」日程表をご確認ください。なお「答案提出締切日」の

目安は、通学メディアであれば答練実施日当日、通信メディアであれば教材発送の約2週間後です。 

 【☆】原則として本試験日以降ですが、それより早く結果が出ることもございます。 

  ※ 記述式答案（答練・模試）はデジタル方式にて添削を行いますので（記述式答案をデータ化して添削）、

提出された答案原本はお返しできません。ご自身の答案の控えを残したい方には、答案提出前にデジタル

カメラ等にて記述式答案の画像を保存しておくことをお勧めしています。なおコピー等での提出は認めら

れませんので、答案原本をご提出ください。 

 

(４) 解説講義を受ける［解説講義ありコースの方］ 

 答練・模試解説講義は姫野寛之講師担当です。 

【通学メディア】 解説講義はビデオブースあるいはＷｅｂフォロー・ＤＬフォローにて受講し

てください。 

【通信メディア】 申込まれた学習メディアに沿って、ＤＶＤあるいはＷｅｂにて解説講義をご

視聴ください。 
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(５) Ｗｅｂで添削済記述式答案、成績表を閲覧する 
 

添削済記述式答案、成績表の閲覧には、TAC WEB SCHOOLのマイページ登録

（TAC利用ガイド参照）が必要となります。必ずあらかじめご登録ください。 

 

① Ｗｅｂ掲載開始日 

期日内に答案をご提出いただいた場合、成績結果は受講ガイド巻末日程表記載の「成績結果

Ｗｅｂ掲載日程」のとおり掲載されます。 

なお期日を過ぎてから答案を提出された場合、答案がＴＡＣに到着してから添削完了まで２

週間ほどお時間をいただきます。 

② 閲覧可能期間 

閲覧可能期間は、会員証有効期限である 2022年7月31日まで となります。 

 

 窓口での印刷等には一切ご対応できませんので、あらかじめご承知おきください。 

 答案はデジタル方式にて添削を行いますので（答案をデータ化して添削）、提出された答案原本は

お返しできません。ご注意ください。 

 

 

 

＜添削済記述式答案＞ 

記述式答案を提出していただいた方が対

象です。 

※左記画像の添削済答案サンプルには外枠の

線がありませんが、実際の答案は本試験同

様、外枠の線（筆記可能線）が入っています。 

 

＜個人別成績表＞ 

マークシート（多肢択一式答案）を提出し

ていただいた方が対象です。 

 

＜総合成績表＞ 

答案を提出なさらなかった方も含めて全

員の方が閲覧できます。 

※左記画像は総合成績表のサンプルです。総合

成績表には「基準点に達した受験者数」「有

望合格点」「得点分布」「選択肢別正答率（受

験者全体の正答率・基準点に達した受験者の

正答率）」「成績優秀者」「記述式添削結果講

評（不登法記述式・商登法記述式）」など様々

な情報が掲載されています。 
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≪閲覧方法≫ 

① TAC WEB SCHOOLへログインしてください。 

② 画面上部にある「学習記録」アイコンの「成績表」を選択してください。 

③ 成績表一覧の中に、各答練・各回の「不動産登記法 添削済記述式答案」「商業登記法 添削済

記述式答案」「個人別成績表」「総合成績表」が、それぞれ表示されます。閲覧したい項目を選択

して、PDFを開いてください。 

 

※ 閲覧可能期限（2022/7/31）を過ぎると、成績表・添削済答案はご覧いただけなくなります。 

※ 期限内に答案を提出しているにも関わらず、期日以降も結果が閲覧できなかった場合には、「お

問合せ」のアイコン（PC版は画面上部、スマホ版は画面下部）を選択してお問合せ先へご相談

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＣ画面 スマホ画面 

【手順２】 

ファイル名を選択 
 
※見本画像の「掲載される成績表はありま
せん」の欄に項目が出てきます。該当項目
を選択してＰＤＦを開きます。 

【手順１】 

学習記録 内の 成績表 

の項目を選択 



 - 18 -  

４ 公開模試について 
 
 ＴＡＣでは例年４月～６月に模試を実施いたします。全国規模で受験生が一斉に参加する最大規模の予行演習

ですので、ぜひ活用してください。日程の詳細は2022年1月下旬以降にご案内する予定です。 

 模試を含む本科生・パックをお申込みいただいた方は、「全国実力Check模試」「全国公開模試」がコースに含

まれております。なお、模試を含まない本科生・パックや単科講座をお申込みいただいた方は、別途オプション

（別料金）にて模試をお申込みいただくことができます。 
 

模試名称 回 
出題数 解答時間 解説講義 

ありコース 択一35問 記述２問  

全国実力Check模試／ 

全国公開模試1回～3回 

午前の部 午前科目 ― 午前２時間 解説講義 

併せて３時間 午後の部 午後科目 不登法・商登法 午後３時間 

 

≪模試を含む本科生・パックをお申込みの方≫ 「受験番号発行手続」 
 模試を含む本科生・パックをお申込みいただいた方は、模試を受けていただくために、模試専用の受験番号を

発行するための「受験番号発行手続」が必要となります。 

 2022年1月下旬に「全国実力Check模試」「全国公開模試」の受験番号発行手続の期限（締切日）を告知いた

します。必要書類を提出して、受験番号発行手続を行ってください。 

 通学メディアの方の場合、受験番号発行手続を行っていただきませんと、模試を受験していただくことができ

ませんのでご注意ください。 

 通信メディアの方の場合、受験番号発行手続を行っていただければ、模試を会場で受験することも可能です。 

 なお、各会場には定員がございます。定員になり次第会場は締め切られますので、ご希望の会場・日程でお受

けいただくためにもお早めにお手続きをお済ませください。 

 

■「受験番号発行手続」の要不要（詳細）  ※模試を含むコースかどうかはＰ７参照 

受講コース 模試の有無 
受講コースの 

学習メディア 

「模試」の 

希望受験形態 
受験番号発行手続の要不要 

・模試を含む本科生 

・模試を含むパック 

コースに 

含まれている 

通学 

メディア 

模試・会場受験 
受験番号発行手続が 

必要 
模試・自宅受験 

通信 

メディア 

模試・会場受験（★１） 

模試・自宅受験（★２） 不要 

・模試を含まない本科生 

・模試を含まないパック 

・単科 

コースに 

含まれていな

い 

※模試の受講をご希望の際は、別途模試の申込（有料）が必要です。

受験料等のご案内は2022年1月下旬以降となります。（注：受験番号

発行手続は不要） 

 
（★１）対象コースを「通信メディア」でお申込みの方も、受験番号発行手続を行っていただけば、模試を会場

で受験していただくことができます。 

（★２）対象コースを「通信メディア」でお申込みの方は、特にお手続がなければ自動的に自宅受験扱いとなり、

ご自宅での受験となります。自宅受験扱いとなった場合、受験番号は自動的に発番されます。自宅受験の方

の受験番号は、模試の教材発送時、梱包のラベルに自動的に記載されることとなります。詳細は模試教材発

送時にご案内いたします。 
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５ 質問・相談について 
 

 学習上の疑問点や学習の進め方などの相談事項は、分からないままにせず、解決しておきましょ

う。学習メディア・受講コースによって、質問体制は以下のとおりご用意しております。 

◎ ご質問内容に関するお願い 

(１)質問内容について 
 

【ご質問の範囲】 

ご質問は、講義内容 及び 講義で使用する教材に関するもの（ご受講中の合格目

標年度のコース）に限らせていただきます。 

 

① 受講講座以外の教材についての質問には一切お答えできません。 

（市販書籍、過去の教材、他の資格試験予備校の教材、他社刊行の問題集やテキスト） 

② 当該試験の学習範囲を逸脱している質問には一切お答えできません。 

（司法書士試験に関連のない法律、実務に関連する質問、他資格に関する質問等） 

③ ご受講中のコースに含まれている科目のみご質問をお受けいたします。 

（例：「民法・不動産登記法」の科目のみお申込 ⇒ 民法と不動産登記法のご質問のみ受付） 

④ お受けできない質問内容の場合、そのまま返却させていただくこととなります。あらかじめご

了承ください。 

 

(２)ご質問の締切日について 

 ご質問には、ご利用いただける期限がございます。詳細はＰ２０以降をご確認ください。 

 

(３)ご質問の際の注意事項 

 ご利用の際は以下の点にご留意ください。 

① 質問内容は具体的にお願いします。「科目」「教材名」「ページ数」「行数」「項目」「具体的な疑問

点」等を示してください。漠然とした内容ですと、適切に疑問点を解消することができません。 

② 「質問箇所や質問の主旨が明確でない」等の理由により回答が困難な場合、返却させていただく

こともございます。その際は、疑問点を整理し明確化した上で、再度ご質問をお寄せください。 

③ ゴールデンウィークなど一部期間につきましては、通常より回答に若干お時間をいただくこと

がございます。予めご承知おきください。 

※ 皆様からお寄せいただくご質問の中には、テキスト等に立ち返るとすぐ解決できるものもござ

います。「分からない」と思ったとき、まずは一度、ご自身で確認してみてください。ご自身の力

で導き出した回答は、決して忘れないものです。 
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１ 教室で質問する〔教室講座〕 

 教室講座の受講生は、ご受講中の講義の後などに、担当講師がご質問を承ります。講師に直接お声

をお掛けください。 

 なお、質問内容が長い場合にはあらかじめ質問内容を書面にてご用意いただき、会員番号・氏名を

明記の上、担当講師に直接手渡してください。追ってご回答いたします。 

※ 通信メディアの方は、スクーリングをご利用いただく際に教室でのご質問をご利用いただけま

す。（注：スクーリング対象講座に限ります。） 
 

教室での質問可能期限…担当講師による教室での講義の最終日まで 

 
 

２ 質問カード〔全学習メディア共通〕 

 「質問カード」のオモテ面に氏名・会員番号・質問事項等を、ウラ面に住所・氏名・会員番号をい

ずれも記入してください。通学メディアの方は各校受付窓口に、通信メディアの方は郵送にてそれ

ぞれご提出ください。 

・ 質問１回につき、質問事項は１項目にてお願いします。 

・ 質問カードが不足したときは、コピーして（必ず両面印刷）ご利用ください。 

・ 回答返送料金はＴＡＣで負担いたしますので、返信用切手の同封は不要です。 

・ ＴＡＣ到着後約２週間で回答します。２週間より短い期間で回答することもございますが、時期や

内容によっては３週間程度かかる場合もございます。 

・ 本試験日間近提出の場合、本試験日までに回答できない場合がございます。 

・ ご質問いただく講師の指名等には原則として対応いたしかねます。 
 
            （オモテ）                       （ウラ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

質問カードの提出期限（本試験日までに確実に回答可能な提出期限）… 2022年6月 15日まで 
 

  

提出期限

はＴＡＣ

への必着

日です。 

申込コース（例：20 ヵ

月総合本科生プラス）を

記載し、学習メディアに

丸をつけてください。 

具体的な教材名、科目

名、ページ数および担当

講師名を記載してくだ

さい。 

住所・氏名・会員番号

を明記してください。

住所は正確にご記入

ください。 
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３ 質問メール〔全学習メディア共通〕 

 WEB SCHOOLの「i-support」内にある「質問メール」を利用して質問していだだけます。 

 質問メールを利用するには、マイページ登録（「ＴＡＣ利用ガイド」参照）が必要です。 

 なお質問内容（範囲）は、前述(1)のとおりですのでご留意ください。 

＜質問回数の上限＞ 

お申込みいただいたコース 学習メディア 質問回数 

「模試」を除く全ての本科生・パック・単科 全学習メディア 50回 

＜質問の流れ＞ 

 【ＰＣ画面サンプル】 【スマホ画面サンプル】 

①「学習フォロー［i-support］」の「質問メール」を選択 

②「質問メール一覧」

の「質問メールを送

る」を選択 

 

 

③必要事項を入力し

「送信内容を確認す

る」を選択 

 

※質問１回につき質

問事項は１項目 

 

④修正点などがなけれ

ば送信 

 

 

 

・ ＴＡＣ到着後約２週間で回答します。２週間より短い期間で回答することもございますが、時期や

内容によっては３週間程度かかる場合もございます。 

・ 本試験日間近提出の場合、本試験日までに回答できない場合がございます。 

・ ご質問いただく講師の指名等には原則として対応いたしかねます。 

・ インターネットプロバイダーへの接続料金、ならびにＮＴＴ等の電話回線使用料は各受講生

の負担となります。 
 

質問メールの送信期限（本試験日までに確実に回答可能な送信期限）… 2022年 6月15日まで 
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６ 各種フォロー・サービス対応表 
 
 各種フォロー・サービスの利用は、お申込みのコース、学習メディアに応じて下表の通りとなります。 
 

コースの形態 本科生 パック 単科 

学習メディア 

通学メディア 通信 

メディア 

（共通） 

通学メディア 通信 

メディア 

（共通） 

通学メディア 通信 

メディア 

（共通） 
教室講座 

ビデオブース

講座 
教室講座 

ビデオブース

講座 
教室講座 

ビデオブース

講座 

クラス振替出席 

フォロー（※１） 

● 

（※１） 
― ― 

● 

（※１） 
― ― 

● 

（※１） 
― ― 

ビデオブース振替 

フォロー 

◎ 
(500円/回) 

― ― 
◎ 

(500円/回) 
― ― 

◎ 

(500円/回) 
― ― 

校舎間自由視聴 

制度 
― ● ― ― ● ― ― ● ― 

クラス重複出席 

フォロー（※１） 

● 

（※１） 
― ― 

● 

（※１） 
― ― 

● 

（※１） 
― ― 

ビデオブース重複 

フォロー 

◎ 

(500円/回) 
◎ 

(500円/回) 
― 

◎ 

(500円/回) 
◎ 

(500円/回) 
― 

◎ 

(500円/回) 
◎ 

(500円/回) 
― 

Ｗｅｂフォロー ● ● ― ● ● ― ● ● ― 

音声ＤＬフォロー ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

講義動画 

ダウンロード 
● ● ● ● ● ● ● ● ● 

追っかけフォロー ● ― ― ● ― ― ● ― ― 

スクーリング 

（※２） 
― ― 

● 
（※２） ― ― ― ― ― ― 

答練校舎受験 

（答練教室受講） 
― ― ● ― ― ● ― ― ● 

i-support ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

i-support 

「よくある質問」 
● ● ● ● ● ● ● ● ● 

i-support 

「質問メール」 
● ● ● ● ● ● 

● 
（模試を除く） 

● 
（模試を除く） 

● 
（模試を除く） 

質問カード ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

自習室 ● ● ● ● ● ● ― ― ― 

「 ● 」：標準装備   「 ◎ 」：有料サービス   「 ― 」：該当なし 
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≪各種フォロー・サービスについて≫ 
 

クラス振替出席フォロー 
ご都合により出席できない場合、教室講座の他のクラスに出席できる制度です 

〔手続き不要〕。（※１） 

ビデオブース振替フォロー 
ご都合により出席できない場合、ビデオブース視聴にて受講できる制度です

〔要予約・１講義500円（税込）〕。 

校舎間自由視聴制度 
申込登録校舎以外でビデオブース視聴ができる制度です〔要予約〕。なお、講座

を開講している校舎に限ります。 

クラス重複出席フォロー 
もう一度受講したい場合、教室講座の他のクラスに出席できる制度です〔手続

き不要〕。なお、講座の指定した講義に限ります。（※１） 

ビデオブース重複フォロー 
もう一度受講したい場合、ビデオブース視聴にて受講できる制度です〔要予

約・1講義500円（税込）〕。なお、講座の指定した講義に限ります。 

Ｗｅｂフォロー 教室講義を収録した動画をＷｅｂにて視聴できます。 

音声ＤＬフォロー 教室講義を収録した音声をダウンロードできます。 

講義動画ダウンロード 

スマートフォンでの動画再生をスムーズに行うため、講義動画をダウンロード

することができます。ダウンロードした動画はネットに接続しなくても再生す

ることができ、1週間視聴可能です。 

※スマートフォンやタブレット端末が必要です。パソコンでは利用できません。 

追っかけフォロー 
開講日後にお申込みの場合、ビデオブース視聴にて教室講座の日程に追いつけ

る制度です〔要予約・手数料不要〕。 

スクーリング ＴＡＣ校舎で開講している教室講座へ指定の回数出席できる制度です。（※２） 

答練校舎受験（答練教室

受講） 

ＴＡＣ校舎で教室答練を実施している会場へ出席できる制度です。回数制限は

ありません。（※３） 

i-support 

（質問メール等） 

インターネットを用いたフォロー制度の総称で、「質問メール」「よくある質

問」「正誤情報」等のメニューから構成されています。 

質問カード 学習上の疑問点を記入し提出してください。講師・スタッフが回答します。 

自習室 

指定講座の受講生に限り、受講期間中に限り空いている教室を自習用としてご

利用いただける制度です。 

※ご利用の際には諸条件がございます。詳細は「TAC利用ガイド」をご参照ください。 

 

注意事項  

（※１）教室での講義が１校舎に限られる場合、「クラス振替出席フォロー」「クラス重複出席フォロー」をご

利用いただけません（例：「オートマチックシステム記述式講座」名古屋校／等）。 

（※２）スクーリングでご利用いただける回数は、お申込みいただいたコースにより異なります。 

（※３）答練校舎受験（答練教室受講）は、教室答練を実施している校舎に限ります。 

 
【答練に関する諸注意】 

 ・校舎によっては教室答練を実施せず、窓口での教材受取・窓口での答案提出としているところもございま

す。また、教室答練実施校舎であっても教室日程にご参加いただけない場合には、窓口へ答案をご提出く

ださい。 

 ・各種「振替受講」は、定員に達していない校舎に限ります。また、提携校は振替の対象外です。 

 ・答練の「試験」部分は、重複出席の対象外です。 

 ・新型コロナウィルス等の影響により、受験生の皆様の安全・安心のため、教室での答練受講をご遠慮いた

だく場合もございます。あらかじめご了承ください。 

各種フォロー・サービスの詳細は、当受講ガイドの各種制度の該当ページをご参照ください。 
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７ 各種サービス提供期限一覧 
 

【司法書士講座】各種サービス提供期限一覧 [2022年目標］ 
各種サービスの提供は特にご案内のない場合、会員証有効期限までとなっています。 

会員証有効期限  2022/7/31（会員証記載） 
 

サービス内容 期限 詳細 

通学メディアの教材受け渡し請求期
限 

2022/7/31 
受け渡し請求期限付近は、在庫状況により請求当日のお渡
しが難しい場合がございます。予めご了承ください。 

ビデオブース（フォロー）視聴期限 2022/7/31 
ビデオブースのご予約は、2022/7/30までにお手続きくださ

い。 

通信メディアの教材問い合わせ期
限 

2022/7/31 
期限後の教材等の送付漏れ、乱丁・落丁等のお問い合わせ
はお受けいたしかねます。 

講義動画・講義音声ダウンロード利
用期限 

2022/7/31 
期限後は講義などの視聴ができなくなります。 
※TAC WEB SCHOOLログイン不可 

デジタル教材閲覧期限 2022/7/31 期限後はデジタル教材の閲覧ができなくなります。 

i-support 利用期限 2022/7/31 
期限後はご利用できなくなります。 ※TAC WEB SCHOOL
へのログイン不可 （質問メール：下段参照） 

質問カード・質問メール提出期限 
2022/7/31【※】 

必着 
【※】7/31まで受け付けますが、2022/6/15を過ぎると本試
験までに回答できない可能性がございます。（注1） 

自習室利用期限 2022/7/31 期限後のご利用はお受けいたしかねます。 

【各答練・模試】 
答案の成績判定・添削対応期限 

各答案の 
提出期限 

期日までに提出された答案は、成績判定・添削を行います。
成績表・添削済答案は日程表記載の期日の 17:00以降、

TAC WEB SCHOOL上に掲載します。（注3） 

【各答練・模試】 
期限外答案の成
績判定・添削対応
期限 
（注4） 

結果の掲載が
本試験前となる
期日 

2022/6/10 
必着 

左記期日までにご提出いただいた答案は、本試験前までに
成績判定・添削を行います。約2週間で結果をWebに掲載
します。 

結果の掲載が
本試験以降と
なる期日（注5） 

2022/6/11～ 
本試験前日必着 

左記期日までにご提出いただいた答案は、成績判定・添削
を行いますが、結果の掲載は本試験日以降となります。通常

よりもお時間をいただきます（2～3週間）。 

【各答練・模試】 
添削済答案・成績表 閲覧期限 

2022/7/31 
期限後はTAC WEB SCHOOLへのログインができなくなり、
成績結果が閲覧できなくなります。保存しておきたい場合
は、PC等へダウンロードしてください。 

 
注１：期限が終了すると TAC WEB SCHOOL へログインできなくなり、質問メールの「回答」が閲覧できなくなります。ご注意ください。

なお期限直前にいただいたご質問への回答は、郵送での返却となることがございます。 
注２：期限直前にいただいたご質問は、（確認を要する内容の場合、）回答が期限終了後となる可能性もございます。 
注３：各答練・模試の日程、各回答案提出期限、添削済答案返却等の詳細は、「日程表」をご参照ください。 

注４：通信メディア受講で教育訓練給付制度をご利用の場合、答案は各自の修了日まで受付いたします。修了日までに提出対象課題
の 8割以上を提出してください。詳細はＰ２５「８ 教育訓練給付制度について」をご参照ください。 

注５：結果の掲載は原則として本試験日以降ですが、それより早く結果が出ることもございます。 

【補足１】「本試験」とは、2022年7月の司法書士筆記本試験を指します。 

【補足２】「有効期限」と「受講期間」：会員証記載の「有効期限」は、申込規約に記載された「受講期間」とは異なります。「受講期間」の詳
細につきましては、「ＴＡＣ利用ガイド」をご参照ください。 
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８ 教育訓練給付制度について 
以下、教育訓練給付制度に関する説明は、全て「一般教育訓練」についての内容です。現在ＴＡＣで開講してい

る講座は、「専門実践教育訓練」や「特定一般教育訓練（19.10/1～）」ではありませんので、ご注意ください。 

 

一般教育訓練給付制度 

 受講開始日において支給要件のある方が、厚生労働大臣の指定する講座を受講し修了した場合、

支払った入会金・受講料の20％（上限 10万円）がハローワークから支給されます。［2021年 4月 1

日現在］ 
 

１ 一般教育訓練対象コース 

  制度の詳細ならびに対象コースは「ＴＡＣ教育訓練給付制度パンフレット」でも必ずご確認く

ださい。 

厚生労働大臣指定講座（司法書士中上級者対象コース）   ※2021年 4月1日現在 

受講形態 指定コース 受講期間 給付金指定番号 

通学 

メディア 

教室講座・ 

ビデオブース講座 

上級総合本科生      （8月開講） 10ヵ月 1120254 

上級総合パック     （11月開講） 6ヵ月 1610038 

答練本科生       （11月開講） 6ヵ月 1120295 

通信 

メディア 

DVD通信講座・ 

Web通信講座 

上級総合本科生  (DVD・Web) 通信 9ヵ月 1120267 

上級総合パック  (DVD・Web) 通信 7ヵ月 1610040 

答練本科生    (DVD・Web) 通信 7ヵ月 1120306 
 

 

２ 講座申込時 

  講座のお申込みから１ヵ月以内に、「ＴＡＣ／Ｗセミナー一般教育訓練給付制度申請申込書」に

必要事項をご記入の上、ＴＡＣへご提出ください。 

  講座のお申込みだけですと、教育訓練給付制度申込の登録は完了しておりません。必ずご提出

ください。併せてご本人確認のため、本人及び住居所の確認ができるものをご提示ください。郵送

で提出する場合は、本人及び住居所の確認ができるもののコピーを添付してください。 

 ※ 提出が講座申込より１ヵ月以上経過する場合はお問い合わせください。 
 
 

★支給要件の照会 

  講座申込の前に、「講座の受講開始（予定）日時点」で「ご自身に教育訓練給付金の支給要件が

あるかどうか」をハローワークで照会することができます。照会に必要な「教育訓練給付金支給要

件照会票」はＴＡＣ各校舎にもございます。 

  ご自身の支給要件について不安がある方は、予め確認してから教育訓練給付制度申込をしてい

ただく事をお勧めします。ＴＡＣでは支給要件を満たしているかどうかの判断はできません。ご

了承ください。 
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３ 受講にあたって 

【１】 通学の場合 
 

 修了認定するための基準（修了要件【通学】）  

  ＴＡＣ／Ｗセミナーでは、修了日までに出席率80％以上並びに修了試験において正答率60％以
上を通学生の修了要件として規定しております。 

 

 出席確認  

  講義・答練に出席の際は、毎回ＴＡＣ会員証を忘れずに持参し、専用スキャナーによる読み取り
を受けてください。 

  ビデオブースは予約履歴で出席回数を確認いたします。予約をキャンセルした講義は出席率に
加算しません。 

  出席状況は、TAC WEB SCHOOL⇒マイページ⇒「学習記録」⇒「出席状況」でご確認いただけます。 
  修了日までに80％以上の出席率となるよう、ご自身で出席状況の確認を行ってください。受講
した講義欄に「済」が表示されない場合は、受講したＴＡＣ校舎窓口へお申し出ください。 

■出席対象回数について 
 回数 上級総合本科生 上級総合パック 答練本科生 

択一式対策講座【理論編】 66 66   

択一式対策講座【実践編】 33 33 33  

記述式対策講座 26 26 26  

総合力底上げ答練 
答練 6   6 

解説講義 6   6 

科目別全潰し答練 
答練 12   12 

解説講義 12   12 

合格力完成答練 
答練 6   6 

解説講義 6   6 

全国実力Check模試 模試＋解説講義 1 
模試は出席カウントの対象外 

全国公開模試 模試＋解説講義 3 

総講義回数  125 59 48 

出席率80％達成回数  101 48 39 
 
※ 答練は各回、「答練」で出席1回、「解説講義」で出席１回とカウントします。 

※ 教室答練実施のない校舎の場合や、教室答練実施校舎だけれど答練を欠席した場合などは、「窓口へ答案

を提出」して出席1回、「ビデオブースで解説講義を受講」して出席１回とカウントします。 

 

 登録のクラスを欠席したら  

  通学形態のフォロー制度（教室振替制度やビデオブースフォロー）を利用して振替受講した場
合は出席率に加算されます。 

  Ｗｅｂフォローや音声ＤＬフォローなど通信形態での受講や資料の受け取りだけの場合は、出
席として扱われません。ご注意ください。 

 

 受講開始日・受講修了日について  

 通学生の受講開始日：受講コースの日程表記載の開講初日 

  ⇒ 講座申込日や、受講生個人の出席第１日目ではありません。 

 通学生の受講修了日：指定講座全体の講義最終日以降にＴＡＣが修了要件を確認する日です。講
義最終日より約１週間後となります。各指定講座の修了日は、修了試験問題送付時にご案内
いたします。 

  ⇒ 会員証に記載のある「有効期限」とは異なりますのでご注意ください。  
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【２】 通信の場合 

 

 修了認定するための基準（修了要件【通信】）  

  ＴＡＣ/Ｗセミナーでは、修了日までに添削答案提出率 80％以上並びに修了試験において正答
率60％以上を通信生の修了要件として規定しております。 

 

 答案の提出  

  提出率の対象となる添削問題は以下のとおりです。各自の修了日までに提出してください。 
  添削答案をご提出の際は、専用の封筒でご郵送ください。 
  白紙答案や著しく解答の記入が少ない答案は提出と認められませんのでご注意ください。 
  スクーリングの際、提出率の対象となる添削答案については教室で提出なさらず、通常通り郵
送にてご提出ください。教室で提出された添削答案は、原則として提出率にはカウントされませ
ん。 

■提出対象添削物および回数について 

 添削 

回数 

提出対象

回数 
上級総合本科生 上級総合パック 答練本科生 

択一式対策講座【理論編】 0 0 0   

択一式対策講座【実践編】 0 0 0 0  

記述式対策講座 0 0 0 0  

基礎演習 2 2 2 2  

総合力底上げ 

答練 

択一式 6 6   6 

記述式（不登法） 6 
6   6 

記述式（商登法） 6 

科目別全潰し 

答練 

択一式 12 12   12 

記述式（不登法） 12 
12   12 

記述式（商登法） 12 

合格力完成 

答練 

択一式 6 6   6 

記述式（不登法） 6 
6   6 

記述式（商登法） 6 

全国実力Check模試 1 ― 
模試は答案提出カウントの対象外 

全国公開模試 3 ― 

総講義回数     2 2 48 

★答案提出率80％達成回数     2 2 39 
 
※答練の「記述式」答案は、不登法・商登法のいずれか１点を提出していただければ、１回とカウントします。 

 

 受講開始日と受講修了日について  

 通信生の受講開始日：受講コースの初回発送日 

  ⇒ 既に発送が開始しているコースの場合は講座申込日（教材発送手配完了日）となります。 

 通信生の受講修了日：受講コースの初回発送日から「受講期間」（受講ガイドＰ２５、もしくは
「ＴＡＣ教育訓練給付制度パンフレット」厚生労働大臣指定講座案内に記載）を経過した期
日が修了日となります。 

  ⇒ 各自の修了日は教育訓練給付制度申請申込の登録完了後、教材とは別にＴＡＣよりご案内
をお送りいたします。答案は修了日まで受付いたします。 

 ※会員証に記載のある「有効期限」とは異なりますのでご注意ください。 

 ※修了日以前に修了要件を満たされても、修了証明書等の発送は各自の修了日以降となります。 
 ※Ｗｅｂ・音声ＤＬの配信は、本試験日や会員証の有効期限等、各講座が定める期日までとなり 

ます。修了日までご利用いただけない場合がございます。予めご了承ください。  
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４ 教育訓練給付制度修了試験について 

  教育訓練給付制度修了試験問題は、教育訓練給付制度を申請された方全員に、受講修了日の約

２ヵ月前に個別で郵送します。送付日程について事前に確認されたい場合は、お手数ですがお問

い合わせください。 

  修了試験の解答用紙は、試験問題送付時にご案内する解答提出日までを目安にＴＡＣ宛ご返送

ください。 

 ※資格試験（本試験）の受験および合否は教育訓練給付制度の支給要件とは関係しておりません。 

 ※教育訓練給付制度の申請申込書を提出しているにもかかわらず、修了日間近になっても修了試

験が届かない場合には、必ずその旨ＴＡＣまでご連絡ください。 

 

５ 講座修了時 

所定の期間内に要件を満たして修了された方には、修了日の翌日に、ＴＡＣより「教育訓練給

付金支給申請書」「教育訓練修了証明書」「領収書」もしくは「クレジット契約証明書」の３点を郵

送いたします。修了日から１週間以内に書類が届かない場合は至急ＴＡＣまでご連絡ください。 

教育訓練給付制度の関係書類は全て郵送いたします。 

住所や書類送付先の変更が生じたときは、所定の変更届出書にて速やかにお手続きください。 

 

６ 支給申請手続 

 教育訓練の要件を満たして修了された方が給付金の支給を受けるには、ハローワークでの支給申

請手続が必要です。支給申請手続は、原則、修了日の翌日から起算して１ヵ月以内です。 

例：修了日が4月15日の場合の申請期間は、修了日の翌日4月16日から翌月の5月15日までとなります。 

※支給申請期限内に手続きできなかった場合は、ハローワークの雇用保険窓口にお問い合わせく

ださい。２年間の時効の期間内であれば支給申請手続きが可能です。 

 

７．教育訓練給付制度に関する詳細 

■ＴＡＣウェブサイト 一般教育訓練給付制度のご案内 

https://www.tac-school.co.jp/kyufu/ 

■ハローワークインターネットサービス「教育訓練給付」について 

https://www.hellowork.mhlw.go.jp/insurance/insurance_education.html 

■「ＴＡＣ教育訓練給付制度」パンフレット 

   ・ＴＡＣ各校舎にございます。 

   ・上記「ＴＡＣウェブサイト 一般教育訓練給付制度のご案内」内には電子版パンフレットが

掲載されております。 

   ・ＴＡＣカスタマーセンターでもご請求いただけます。 

 

 

https://www.tac-school.co.jp/kyufu/
https://www.hellowork.mhlw.go.jp/insurance/insurance_education.html
https://digibook.tac-school.co.jp/kyufuebook2021ss/book/#target/page_no=1
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９ その他 
 

１ 受講に関するＦＡＱ【通学・通信共通】 

Ｑ．先生が講義の中で紹介された書籍は、ＴＡＣで購入できますか？ 

 Ａ．ＴＡＣ出版あるいは早稲田経営出版の書籍であれば、購入できます。 

   ＴＡＣ出版書籍販売サイトCyber Book Store（サイバーブックストア）を

ご利用いただければ、お得な価格で気軽にお求めいただけます。セット販売に

よる割引もございます。＜https://bookstore.tac-school.co.jp/＞ 

 

Ｑ．テキストをなくしてしまいました。もう一度もらえますか？ 

 Ａ．紛失の場合、実費で購入していただくこととなります。市販教材（例：『山本浩司のオートマ

システム』シリーズ等）は、各校受付または書店等でお買い求めいただくか、ＴＡＣ出版書籍販

売サイトCyber Book Storeにてお求めください。なお、内部教材（例：例：上級総合本科生の

教材「理論編テキスト」等）は「再販売」のための再販価格をご用意しております。詳細は各校

受付、もしくは通信カスタマーセンター（巻末のお問合せ先一覧参照）にお問合せください。 

 

Ｑ．受講に関する一般的な問い合わせの電話は、何時までできますか？ 

 Ａ．内容によって問合せ先が異なり、時間帯も異なりますので、巻末の「お問合せ先一覧」をご参

照ください。 

 

Ｑ．手元にある六法に載っていない法令があるのですが、調べる方法はありますか？ 

 Ａ．たとえばインターネットを使って検索することができます。 

 例）法令データ提供システム＜https://elaws.e-gov.go.jp/＞ 

 ：電子政府の総合窓口（e-Gov）で提供しているサービスの一環。法令（法律、省

令、規則など）をキーワードから検索できるシステム。 

 

Ｑ．答練において、添削済答案や成績表を出力紙で受け取る方法はありますか？ 

 Ａ．答練の添削済記述式答案や成績表は、Ｗｅｂでの閲覧のみとなります。出力紙でのお渡しはご

ざいません。 

   添削済記述式答案や成績表を閲覧していただく際には、TAC WEB SCHOOL へのマイペー

ジ登録が必要となります。あらかじめ、マイページ登録を行ってください。 

   マイページ登録がお済みであれば、スマートフォン・タブレット端末等でも閲覧していただ

くことができます。閲覧期限は2022年7月31日です。 

   なお、添削済記述式答案や成績表のＰＤＦを保存しておきたい方は、ＰＣ（パソコン）などへ

ダウンロードしていただくことができます。 

  

https://bookstore.tac-school.co.jp/
https://elaws.e-gov.go.jp/
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２ オプション教材「択一式対策講座【理論編】トレーニング」 

 「択一式対策講座【理論編】」を含むコースをお申込みの方を対象として、オプション教材（別売）

「択一式対策講座【理論編】トレーニング 未出問題集」をご用意しております。 

 本試験に出題されたことのない「未出」の知識に特化した一問一答式問題集です（分野別／計６

冊）。持ち運びに便利・コンパクトなＡ５サイズですので、細切れ時間を有効に活用できます。 

 

 オプション教材は、ＴＡＣ校舎窓口もしくは郵送にてお求めいただけます。 

 教材のお申込みコード等については、司法書士講座ウェブサイトもしくは「中上級者対象コース」

パンフレットの受講料一覧「オプション教材」欄をご覧ください。 

【注】オプション教材「【理論編】トレーニング 未出問題集」（Ａ５サイズ、別料金）は、「基礎マスタートレーニング」（初学者

対象：基礎総合コース受講生限定教材、過去問対策用、Ｂ５サイズ、受講料に含まれる）とは全くの別物です。 

 

オプション教材 価格（10％税込） 窓口配付or 発送開始 

【理論編】トレーニング 未出問題集 民法 ¥2,700 '21 8/27(金) 

【理論編】トレーニング 未出問題集 不動産登記法 ¥2,700 10/8(金) 

【理論編】トレーニング 未出問題集 商法・商業登記法 ¥2,700 11/11(木) 

【理論編】トレーニング 未出問題集 民訴・民執・民保法 ¥2,200 12/22(水) 

【理論編】トレーニング 未出問題集 供託法・司法書士法 ¥2,200 12/22(水) 

【理論編】トレーニング 未出問題集 憲法・刑法 ¥2,200 12/22(水) 

 

 

３ 対象コース限定！「答練追加申込割引」で大幅割引 

 2022 年合格目標の対象コースをお申込みの方への答練の特別割引制度です。下記対象コース

をご受講の方であれば、2022年目標「答練パック」等を大幅割引特価でご受講いただけます。 

※「答練３種パック」とは、総合力底上げ答練・科目別全潰し答練・合格力完成答練の三段階の答練を合わせた

パックです。下記「対象コース」はいずれも「模試」のみコースに含まれ、「答練」は含まれておりません。 

 

 ご自身の学習進度に沿って、ベストなタイミングで答案練習をスタートできます。無理なくアウ

トプットを組み合わせて、バランスの取れた学習を行ってください。 

 

対象コース 割引対象講座 申込開始日 申込期限 

・上級総合本科生 

・基礎総合コース 

・上級総合パック 

・実践力養成パック 

・山本プレミアム上級本科生 

答練３種パック 

・解説講義あり、解説講

義なし いずれも対象 

・全学習メディア対象 

'21 9/1(水) '22 6/30(木) 
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４ 「デジタル教材」で教材の持ち運びや閲覧が簡単！ 

 従来の紙媒体のテキストに加え、新たに「デジタル教材」を開始しました。 

 対象コースの方であれば、どなたでもご利用いただけます。パソコン（ＰＣ）はもちろんスマホや

タブレットで教材を閲覧でき、いつでもどこでも学習が可能になります。スマホ・タブレット版（ア

プリ）であれば、オフラインでもデジタル教材をご利用いただけます。 

 

スマート学習！ 持ち運びに便利！ 便利機能が充実！ 

いつでも気になった時に教材を確

認できます。電車内や外出先でも、

教材を広げることなくスマートに

学習できます！ 

たくさんの教材を常に持ち運ぶの

は大変です。スマホやタブレット

１台で教材を楽々持ち運びするこ

とができます。 

キーワード検索機能やしおり機能

に加え、マーカーやメモ書きなど

の便利な機能ツールも充実してい

ます。 

 

利用方法紹介動画はこちら 

⇒ https://www.youtube.com/watch?v=H28RQrOwQVk&t=28s 

 

【対象コース】 

 ・2022年合格目標 基礎総合コース（本科生） 

 ・2022年合格目標 上級総合本科生（及び それに含まれるパック・単科） 

 ・2022年合格目標 答練本科生記述対策プラス［注：「記述式対策講座」部分のみ対象］ 

 

【対象教材】 

 ・上記「対象コース」に含まれる教材 

  （基礎マスター、択一式対策講座【理論編】・【実践編】、記述式対策講座の各教材（※）） 

 ※ ただし答案用紙、答練、模試、基礎演習の教材はいずれも対象外です。 

 ※ オプション教材は対象外です。 

 

【便利な機能】 

①検索機能 

  調べたいワードをすばやく検索できます。検索結果の一覧から、瞬時に確認したいページに移

動できるので、重要キーワードを軸とした横断学習にも効果を発揮します。 

②アノテーション（注記・注釈）機能 

  しおりやマーカー機能があるだけでなく、メモや矢印等の図形も書き込めます。ブックマーク

機能により、一覧から瞬時に該当のページに移動することもできます。 

③オフライン接続ＯＫ（Ｗｅｂブラウザは対象外） 

  iOS対応版アプリ・Android対応アプリでは、一度ダウンロードした教材データであれば、オフ

ライン接続でも閲覧でき、ネット環境がなくともデジタル教材を活用できます。 

 

※アプリ及び教材データのダウンロードには、オンライン接続環境が必要です。 

※Ｗｅｂブラウザでは教材データのダウンロードはできません。 

※オフライン接続の場合、アノテーション情報の共有はされません。 

 

 デジタル教材の利用方法、専用アプリのインストール方法、対象教材などの詳細は、TAC WEB SCHOOL

掲載の「デジタル教材利用ガイド」をご参照ください。 

  

https://www.youtube.com/watch?v=H28RQrOwQVk&t=28s
https://www.youtube.com/watch?v=H28RQrOwQVk&t=28s
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５ Twitterやブログにて司法書士試験の情報を入手 

ＴＡＣでは、司法書士講座専用のツイッターアカウントを開設するとともに、司法書士試験対

策のブログも開設しています。受験生の皆様と新たに繋がっていけたら、私たちも大変嬉しい

です。ぜひご活用ください。 

 

◆【司法書士専用ツイッター】 

 ＴＡＣ／Ｗセミナー司法書士講座@TAC_shisho https://twitter.com/TAC_shisho 

 

最新の試験情報、無料

体験動画情報、イベン

トのご案内、お得なキ

ャンペーン情報、書籍

のご案内など、タイム

リーな情報を日々発信

しています！ 

 

 

 

◆【法律資格合格応援サイト】 

 https://houritsu.tac-school.co.jp/ ⇒ 「司法書士試験ブログ」を開いてください。 

 

現役の実務家司法書士による

記事など、様々な記事を連載

中です！ 

 

 

※ 上記サイト「法律資格合格応援サイト」では司法書士、行政書士、弁理士、ビジネス実務法務検定試験®など

様々な法律系の資格を扱い、過去の本試験問題（紹介可能なものに限る）や各資格の講師によるブログ記事な

どを掲載しております。 

  

https://twitter.com/TAC_shisho
https://houritsu.tac-school.co.jp/
https://twitter.com/TAC_shisho
https://houritsu.tac-school.co.jp/
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【通学メディア】 

教室講座編  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ＴＡＣ提携校での各種サービス等は、ＴＡＣ直営校と異なる場合がございます。

詳しくは各ＴＡＣ提携校へお問い合わせください。 

・ Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォローをご利用の際は、TAC WEB SCHOOLへログイン

して「よくある質問」や「ヘルプ」をご覧いただくか、「ＴＡＣ利用ガイド」（「通信

メディア編」の「２ TAC WEB SCHOOL利用方法」）をご参照ください。 

・ 「通学メディア・通信メディア共通編」（Ｐ３～）もご覧ください。 

・ 「本試験」とは、2022年7月の司法書士筆記本試験を指します。 

・ 教室講座でお申込みの方も、一部の講義はビデオブースあるいはＷｅｂでご受講

いただくこととなります。日程表・パンフレット等をご参照ください。 
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１ 欠席した場合のフォロー 
 
講義に欠席した場合は以下の欠席者フォロー制度をフルに活用してください。 

 

欠席した場合のフォロー方法 サービスの名称 サービスの内容 

１．欠席した講義を他の教室

クラスに出席して受講する 

クラス振替出席 

フォロー 

会員証とテキスト等をお持ちいただければ、

締切クラスを除き、ご希望の校舎・クラスで

講義が受けられます。（お手続きは不要） 

２．欠席した講義をビデオブ

ースで受講する 

ビデオブース 

振替フォロー 

（有料） 

対象校舎のビデオルーム内で、講義を視聴

できます。［要予約、有料\500（税込）］ 

詳細は各校舎にお問い合わせください。 

３．ご自身のパソコン（ＰＣ）や

スマートフォン・タブレット端末

で Ｗｅｂ通信を受講する 

Ｗｅｂフォロー 

（標準装備） 

Ｗｅｂ通信講座の講義をご自身の端末で視

聴できます。 

４．ご自身の端末に講義音声

をダウンロードして受講する 

音声ＤＬフォロー 

（標準装備） 

講義音声をご自身の端末へダウンロードして

受講できます。 

保存して復習用に活用することもできます。 

［注］答練の「解説講義なしコース」の場合、上記「2」～「4」のフォロー制度の対象外です。 

 

１．他のクラスに出席する…「クラス振替出席フォロー」 

 登録したクラスの講義を欠席した場合、同一コース、同一内容の講義に限り、別クラスの教室講義

に出席できます。 
※登録人数の多いクラスによっては、振替出席をご遠慮いただく場合がございます。また、教室定員に達して

いるクラスは振替をご利用いただけません。予めご了承ください。 

※答練は「振替」が可能（Ｐ３６参照 / 一部校舎を除く）ですが、模試は「振替」の対象外です。模試の会

場を変更したい場合には、事前手続（受験番号発行手続 Ｐ１８）を行ってください。 

※教室講座の実施が１校舎のみ（複数クラスでの教室実施がない）の場合、クラス振替出席フォローはご利用

いただけません。「２．ビデオブース振替フォロー」をご利用ください。 

※事前収録の講義は、クラス振替出席フォローの対象外です。 

 

２．欠席した講義をビデオブースで受講する…「ビデオブース振替フォロー」 

 欠席された講義を各校ビデオルーム内の個別ブースにてフォローすることができます。予約した

校舎のビデオルームでご視聴ください。 

◇受講・予約の方法：TAC WEB SCHOOLの「よくある質問」や「ヘルプ」、もしくは「ＴＡＣ利用ガイド」参照 

◇有料［１回につき500円（税込）］、完全予約制（当日予約は不可）  ◇視聴開始日：各日程表参照 

 

３．「Ｗｅｂフォロー」＜標準装備＞ 

４．「音声ＤＬフォロー」＜標準装備＞ 

 欠席された講義を、いずれもインターネットを利用してフォローすることができます。 

◇利用方法：TAC WEB SCHOOLの「よくある質問」や「ヘルプ」、もしくは「ＴＡＣ利用ガイド」参照 

◇Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォローをご利用になる場合は、必ず動作環境および、無料デモ体

験版の動作をご確認ください。https://portal.tac-school.co.jp/ 

◇一般教育訓練給付制度（通学）において、Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォローなど通信形態で

の受講や資料の受け取りだけの場合は、出席として扱われません。ご注意ください。 

https://portal.tac-school.co.jp/
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２ もう一度講義を受講したい場合 
 

◆重複受講制度 

一回の受講では十分に理解できなかった講義を、もう一度受講したい場合には、同一講義を再受

講することができます。 

お申込みの講座や登録コースによって利用できない場合がございます。予めご了承ください。また利

用方法等が各校舎によって異なる場合がございますので、詳細は各校受付に必ずお問い合わせください。 

 なお教材の二重渡しはできませんので、重複受講の際は教材をご持参ください。 

 

１．対象コース：答練の「解説講義なしコース」を除く全コース（本科生・パック・単科すべて） 

２．対象講義：事前収録形式でない全ての講義 

 【注】答練の試験部分を重複受講することはできません。解説講義に限り、重複受講が可能です。

詳細はＰ３６「３答案の採点および成績発表について」をご覧ください。 

３．回数：回数制限なし 

４．利用方法：以下の方法をご利用いただけます。 

（１）他の教室講座に出席して重複受講する…「クラス重複出席フォロー」 

  登録したクラスと同一コース・同一内容の講義に限り、別クラスの講義を重複受講できます。 

※登録人数の多いクラスによっては、重複受講をご遠慮いただく場合がございます。また、教室定員に達して

いるクラスは重複受講をご利用いただけません。予めご了承ください。 

※教室講座の実施が１校舎のみなど、複数クラスでの教室実施がないコースの場合、クラス重複出席フォロー

はご利用いただけませんので、「（2）ビデオブース重複フォロー」をご利用ください。 

（２）ビデオブースで重複受講する…「ビデオブース重複フォロー」 

  予約した校舎のビデオルーム内の個別ブースで予約した講義を重複受講できます。 

◇受講・予約の方法：TAC WEB SCHOOLの「よくある質問」や「ヘルプ」、もしくは「ＴＡＣ利用ガイド」参照 

◇有料［１回につき500円（税込）］、完全予約制（当日予約は不可） 

◇視聴開始日：各日程表参照 

（３）「Ｗｅｂフォロー」 

（４）「音声ＤＬフォロー」 

  いずれも、インターネットを利用して重複受講することができます。 

◇利用方法：TAC WEB SCHOOLの「よくある質問」や「ヘルプ」、もしくは「ＴＡＣ利用ガイド」参照 

◇料金：無料 

◇Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォローをご利用になる場合は、必ず動作環境および、無料デモ

体験版の動作をご確認ください。https://portal.tac-school.co.jp/ 

◇一般教育訓練給付制度（通学）において、Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォローなど通信形態

での受講や資料の受け取りだけの場合は、出席として扱われません。ご注意ください。 

 

https://portal.tac-school.co.jp/
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３ 答案の採点および成績発表について 
 

【対象】：「答練」の本科生・パック・単科をお申込みの方／上級総合本科生・上級総合パック・山本

プレミアム上級本科生など、「模試」や「演習」を含むコースをお申込みの方 

 

１．成績結果について 

 添削済記述式答案及び成績表は、期日以降TAC WEB SCHOOLのマイページへ掲載します。ログ

インして閲覧してください。TAC WEB SCHOOL利用方法の詳細は、TAC WEB SCHOOLマイページ内

の「よくある質問」や「ヘルプ」をご参照ください。期日等の詳細は日程表をご覧ください。 

 ・択一式答案（マークシート）は成績判定を行うため、提出された原本はお返しできません。 

 ・記述式答案（答練・模試）はデジタル方式にて添削を行いますので（記述式答案をデータ化して添削）、提出

された答案原本はお返しできません。ご自身の答案の控えを残したい方には、答案提出前にデジタルカメラ等

にて記述式答案の画像を保存しておくことをお勧めしています。なおコピー等での提出は認められませんので、

答案原本をご提出ください。 

 

２．成績結果の閲覧期間について 

  掲載開始日～2022年7月31日まで 

 【掲載開始日】 「掲載開始日」以降、成績結果（添削済記述式答案・成績表）をＷｅｂに掲載します。掲載

開始日の詳細は各種日程表をご覧いただくか、受講ガイド巻末の日程表をご確認ください。 

 【閲覧期限】 「閲覧期限」は上述のとおり2022年7月31日です。期限を過ぎるとTAC WEB SCHOOLへのロ

グインができなくなり、成績結果及び添削済記述式答案等を閲覧できなくなりますので、ご注意ください。 

 

３．振替受講について（注：模試は対象外） 

 振替・重複等については下記のとおりです。なお振替受講の際も、成績結果の閲覧方法等は通常通りです。 

 

 

【答練 他校舎「振替受講」・「重複受講」】 
●：対象   ―：対象外  

学習メディア 講義 区分 振替受講 重複受講 

教室講座 答練 
試験 ● － 

解説講義 ● ● 

 ・教材の二重渡しはできませんので、解説講義を重複受講なさる場合は答練の教材をご持参ください。 

 ・「基礎演習」については、今後、講義内でのご案内をご確認ください。 

 

【補足：模試について】 

 ・模試は「振替受講」ではなく、「模試の受験番号発行手続」によって他の会場を選択することができます（Ｐ

１８参照）。 

 ・模試の試験時間は重複受講の対象外です。 
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【通学メディア】 

ビデオブース講座編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ＴＡＣ提携校での各種サービス等は、ＴＡＣ直営校と異なる場合がございます。

詳しくは各ＴＡＣ提携校へお問い合わせください。 

・ Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォローをご利用の際は、TAC WEB SCHOOLへログイン

して「よくある質問」や「ヘルプ」をご覧いただくか、「ＴＡＣ利用ガイド」（「通信

メディア編」の「２ TAC WEB SCHOOL利用方法」）をご参照ください。 

・ 「通学メディア・通信メディア共通編」（Ｐ３～）もご覧ください。 

・ 「本試験」とは、2022年7月の司法書士筆記本試験を指します。 
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１ 答練等の受講、答案の採点および成績発表について 

 

【対象】：「答練」の本科生・パック・単科をお申込みの方／上級総合本科生・上級総合パック・山本

プレミアム上級本科生など、「模試」や「演習」を含むコースをお申込みの方 

 

 

１．答練等の受講・答案提出・成績結果閲覧について 

 下記の場所で問題を解き、その後、解説講義受講や成績結果閲覧をご利用ください。 

 なお解説講義は「解説講義ありコース」の方のみ対象です。 

試験(解答)場所 教材受取 答案提出 解説講義 成績結果 

教室 教室にて配布 教室で係員へ提出 ビデオブース受講 

（もしくは Web フォロー） 
Ｗｅｂで閲覧 

自習室 等 窓口にて受取 窓口へ提出 

 【教室答練実施校舎】答練は原則として教室で受けてください。日程等のご都合のつかない場合に限り、窓口

で教材を受け取り、窓口へ提出してください。 

 【仙台・渋谷・町田・大宮・京都・神戸・広島校】教室実施でない答練は、教材を窓口で受け取り、答案を窓

口へ提出してください。なおビデオルーム内で答練を解くことはできません。 

 

 

２．答案の提出期限、添削済記述式答案・成績表の閲覧可能期間について 

（１）答案の提出期限について 

  各回につき提出期限あり 

  ・提出期限の詳細は各種日程表をご覧いただくか、受講ガイド巻末日程表およびＰ２４（ ７各種サービス

提供期限一覧）をご確認ください。 

  ・期日を過ぎた場合の答案提出については、Ｐ９「３演習・答練について」をご確認ください。 

  ・択一式答案は成績判定を行うため、記述式答案はデジタル方式で添削を行うため（記述式答案をデータ化

して添削）、提出された答案原本はお返しできません。ご自身の答案の控えを残したい方には、答案提出

前にデジタルカメラ等にて記述式答案の画像を保存しておくことをお勧めしています。なおコピー等での

提出は認められませんので、答案原本をご提出ください。 

 

 

（２）添削済記述式答案・成績表の閲覧可能期間について 

  掲載開始日～2022年7月31日まで 

 【掲載開始日】 「掲載開始日」以降、成績結果（添削済記述式答案・成績表）をＷｅｂに掲載します。掲載

開始日の詳細は各種日程表をご覧いただくか、受講ガイド巻末日程表をご確認ください。 

 【閲覧期限】 「閲覧期限」は上述のとおり2022年7月31日です。期限を過ぎるとTAC WEB SCHOOLへのロ

グインができなくなり、成績結果及び添削済記述式答案等を閲覧できなくなりますので、ご注意ください。 
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２ 答練・演習の教室振替について 
 

【対象】：「答練」の本科生・パック・単科をお申込みの方／上級総合本科生・上級総合パック・山本

プレミアム上級本科生など、「模試」や「演習」を含むコースをお申込みの方 

 

１．答練 ＜答練の試験時間＞ 

・答練等は、本試験形式に近いアウトプットの練習機会であり、ビデオブース講座の方も原則と

して教室で受けていただく（教室振替）カリキュラムとなっております。 

  ただし、答練を教室で実施していない校舎の場合、窓口にて教材を受け取り、窓口へ答案を

提出していただく流れとなりますのでご注意ください。 

・答練の試験時間は、ご登録以外の校舎に振り替えて受講することが可能です。ただし、振替先

校舎が定員に達している場合や、提携校の場合、振替受講をご利用いただけません。 

  振替で他の校舎をご利用いただく際は、当日会員証をご持参いただき、係員に振替受講であ

る旨を申告してください。 

 

２．演習 

演習は、教室振替の対象外です。ビデオブース講座の方は教室に出席できませんので、ビデオ

ブースもしくは自習室で受講してください。 

 

 

【答練及び演習 「振替受講」・「重複受講」】 
●：対象（申告不要）   ○：対象（要申告）   ◎：有料（500円/回）   ―：対象外  

学習 

メディア 
講義 区分 

振替受講 重複受講 

登録校舎

教室振替 

他校舎 

教室振替 

他校舎 

ビデオブース 
ビデオブース 

ビデオブース 

講座 

答練 
試験 ● ● ― ― 

解説講義 ― ― ● ◎（500円/回） 

演習 演習＋講義 ― ― ● ◎（500円/回） 

 （注）教材の二重渡しはできません。振替・重複受講なさる場合は答練・演習の教材をご持参ください。 

   なお答練の試験時間は重複受講の対象外です。 

 

【補足：模試について】 

 ・模試は「振替受講」ではなく、「受験番号発行手続」（Ｐ１８参照）によって他の会場を選択することができ

ます。 

 ・模試の試験時間は重複受講の対象外です。 
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３ もう一度講義を受講したい場合 
 

◆ビデオブース重複フォロー 

一回の受講では十分に理解できなかった講義を、もう一度受講したい場合には、同一講義を再受

講することができます。 

お申込みの講座や登録コースによって利用できない場合がございます。予めご了承ください。また利

用方法等が各校舎によって異なる場合がございますので、詳細は各校受付に必ずお問い合わせください。 

 なお教材の二重渡しはできませんので、重複受講の際は教材をご持参ください。 

 

１．対象コース：答練の「解説講義なしコース」を除く全コース（本科生・パック・単科すべて） 

２．対象講義：ビデオブースで受講することが可能な（Ｗｅｂ配信限定などでない）全ての講義 

 【注】答練の試験部分を重複受講することはできません。解説講義に限り、重複受講が可能です。 

３．回数：回数制限なし 

４．利用方法：ビデオブースでのご利用となります。 

◇受講・予約の方法：TAC WEB SCHOOLの「よくある質問」や「ヘルプ」、もしくは「ＴＡＣ利用ガイド」参照 

◇有料［１回につき500円（税込）］、完全予約制（当日予約は不可） 

◇視聴開始日：各日程表参照 

 

 

◆Ｗｅｂフォロー／音声ＤＬフォロー 

 もう一度受講したい講義を、インターネットを利用して重複受講することができます。詳細はTAC 

WEB SCHOOLの「よくある質問」や「ヘルプ」、もしくは「ＴＡＣ利用ガイド」をご覧ください。 

 

１．対象コース：答練の「解説講義なしコース」を除く全コース（本科生・パック・単科すべて） 

２．対象講義：Ｗｅｂで視聴することが可能な（教室限定などでない）全ての講義 

 【注】答練の試験部分を重複受講することはできません。解説講義に限り、重複受講が可能です。 

３．回数：回数制限なし 

４．利用方法：Ｗｅｂにて視聴もしくは音声をダウンロード 

◇利用方法：TAC WEB SCHOOLの「よくある質問」や「ヘルプ」、もしくは「ＴＡＣ利用ガイド」参照 

◇料金：無料 

◇Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォローをご利用になる場合は、必ず動作環境および、無料デモ

体験版の動作をご確認ください。https://portal.tac-school.co.jp/ 

◇一般教育訓練給付制度（通学）において、Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォローなど通信形態

での受講や資料の受け取りだけの場合は、出席として扱われません。ご注意ください。 

  

https://portal.tac-school.co.jp/
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通信メディア編  
【ＤＶＤ通信講座・Ｗｅｂ通信講座】 

（共通）         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ＴＡＣ提携校での各種サービス等は、ＴＡＣ直営校と異なる場合がございます。

詳しくは各ＴＡＣ提携校へお問い合わせください。 

・ Ｗｅｂ動画視聴・音声ＤＬフォローをご利用の際は、TAC WEB SCHOOLへログイン

して「よくある質問」や「ヘルプ」をご覧いただくか、「ＴＡＣ利用ガイド」（「通信

メディア編」の「２ TAC WEB SCHOOL利用方法」）をご参照ください。 

・ 「通学メディア・通信メディア共通編」（Ｐ３～）もご覧ください。 

・ 「本試験」とは、2022年7月の司法書士筆記本試験を指します。 
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１ 教材発送について 
 

１．教材等の到着日 

日程表記載の教材発送日は、ＴＡＣから出荷する日付です。受講生の皆さんのご自宅への到着は、

地域によって異なりますが、目安としてＴＡＣ発送日の１日～４日後となります。 

お届けの際にご不在の場合は、「不在連絡票」が入れられますので、ご確認の上、教材をお受取り

ください。 

なお、初回発送日以降に申し込まれた方には、経過分をまとめて発送いたします。 

 

 ※通信講座の受講生に向けた、出荷荷物番号が確認できるサービスもご用意しております。 

TAC WEB SCHOOLの「よくある質問」や「ヘルプ」をご確認ください。 

 

２．教材等の確認 

毎回「送付明細表」を添付しておりますので、教材等がお手元に届きましたら、まずは内容のご確

認をお願いします。 

 

 ※明細に記載された教材コードは、１刷時点でのものです。教材の増刷等に伴い、下2桁が変更されることが

ございます。 

 

３．教材発送に関するお問い合わせ 

教材の発送漏れ、教材の乱丁・落丁等がありましたら、お手数ですが発送日より１ヵ月以内に送付

明細表へ記載の「お問合せ先」までご連絡ください。 

なお、会員証記載の有効期限を過ぎた後の請求には応じられませんので、予めご了承ください。 

 

 

 ※「教材発送に関するお問い合わせ」「TAC WEB SCHOOLの操作に関するお問い合わせ」は「受講

ガイド」巻末の「お問合せ先」からお問い合わせください。お問い合わせの内容により、電話番

号・曜日・時間帯およびメールアドレスが異なります。 
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２ 答案添削の流れ 
 

１．添削システム 

 

発送日程にしたがって問題が発送されます。 

※発送日は「ＴＡＣからの発送開始日」です。 

 

 

 

 

 

 

計画的に学習し、必ず答案を提出しましょう。 

※「最終」提出締切日（Ｐ２４「７ 各種サービス提供 

期限一覧」参照）を過ぎますと、採点を行うことが 

できませんので厳守してください。 

 

 

 

 

提出された答案は、成績判定・添削を行います。 

■答案添削にかかる期間は、答練により異なります。 

 目安は、ＴＡＣ到着後約２～３週間です。 

■マークシート答案は成績表を、記述式答案は添削済 

 の答案を、TAC WEB SCHOOLへ掲載します。 

 

 

 

 

成績表や添削済答案、解答・解説等で、フォロー・ 

アップをしっかりと行ってください。 

 

 

≪注≫ 後述のとおり、答案原本の返却はございません。 

  

【ＴＡＣ】 

問題発送 

【受講生の皆さん】 

答案作成・提出 

【ＴＡＣ】 

成績判定・答案添削 

【受講生の皆さん】 

フォロー・アップ 
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２．答案提出上の注意 （Ｐ１２～１７を、必ずご確認ください！） 

 提出された答案原本は返却されませんので、ご注意ください。成績表や添削済答案は、いずれも

TAC WEB SCHOOLの「成績表」の項目内に掲載されます。 

 

３．答案作成上の注意 （Ｐ１２～１７を、必ずご確認ください！） 

 問題冊子の表紙の注意事項をご確認いただき、以下の点に注意して作成してください。 

（１）記述式答案 

  ① 記述式答案は、黒色のボールペンまたは万年筆で作成してください。他の筆記具を用いた

場合には採点されません。訂正する場合には、訂正箇所に取り消し線を引いて、訂正事項を

その脇に正しく記載してください。修正テープ等は一切使用禁止です。 

  ② 会員番号・氏名等の記入漏れがあった場合、添削済答案が正しく表示されないことがござ

います。ご記入には十分ご注意ください。 

（２）マークシート答案 

  ① マークシート答案の作成は、必ずＢまたはＨＢの鉛筆で解答してください。それ以外の筆

記用具（ボールペンや万年筆、色鉛筆、インクの消えるボールペンなど）で解答されている

ものは採点処理できません。 

  ② 答練番号・会員番号・氏名・受験地等の記入漏れや記入ミス・マークミスがあった場合、

成績表が正しく表示されないことがございます。ご記入には十分ご注意ください。 

 

４．答案最終提出締切日 

 各種答練・模試には答案の最終提出締切日がございます。Ｐ２４「７ 各種サービス提供期限一

覧」をご確認ください。 

 ※一般教育訓練給付制度をご利用の方は、ご自身の修了日が提出の最終締切日（必着）となります。 

 

５．答案郵送の方法 

 教材送付時に同封されている専用の返信用封筒に切手を貼って提出してください。 

専用の封筒がお手元にない場合には、市販の封筒でも構いません。 

下記送付先を明記してください。その際は、表に「答案在中」と朱書してください。 

 

 

 

 

６．お問い合わせ 

 答案提出等に関するお問い合わせは、ＴＡＣ通信教育部・答案管理担当までお願いします。 

 

答案提出等に関するお問い合わせ 

ＴＡＣ通信教育部・答案管理担当 

03-5276-8534 

10:00～17:00 日・祝を除く 
 

〒 101-8383 東京都千代田区神田三崎町 3-2-18 

ＴＡＣ通信教育部 行 
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３ i-support 【通学・通信共通】 
 
ＴＡＣのインターネットフォローシステム「i-support」は、双方向のコミュニケーション学習を

可能にします。メールで疑問点を質問できる「質問メール」、教材に関する正誤情報を即座にご案内

する「正誤情報」など、フォロー体制は万全です。 

 ※お申込みいただいている講座・コースにより、ご利用いただける機能は異なります。 

 
[パソコン画面]                               [スマートフォン画面] 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１．ご利用方法 

「i-support」は TAC WEB SCHOOLのマイページよりご利用いただけます。マイペー

ジ登録をまだ行われていない場合は、[ https://portal.tac-school.co.jp ]にアク

セスし、→[ログインページへ]→[マイページ登録]と進み、画面の案内に従って登録を

完了させてください。 

２．注意事項 

ＴＡＣでは「i-support」操作方法のサポートは行っておりますが、それ以外の内容（パソコン

の使い方・故障・プロバイダへの接続不具合等）につきましてはサポートいたしかねますので、直

接メーカーやプロバイダへお問い合わせください。 

③質問メール 
学習上の疑問点など質問したい場合、い

つでもメールで質問ができます。疑問点

や不明な点を解決してください。回答も

マイページ上でご確認いただけます。 

④よくある質問 
講義やTAC利用方法など、全般的に

比較的多く寄せられるご質問をまとめ

ました。「タグ検索」や「キーワード

検索」で項目を探すことができます。 

①デジタル教材 
「デジタル教材」対象コースの場合は「デジタル教材」

の項目が表示されます（上級総合本科生など）。 

デジタル教材の使い方は、「よくある質問」内の「デジ

タル教材利用ガイド」をご参照ください。 

① 

④ 

⑤ 

③ 

② ④ 

② 

⑤ 

③ 

① 

②ミニテスト 
「ミニテスト」対象コースの場合は「ミニテスト」の項目

が表示されます（山本オートマチック基礎講座など）。 

ミニテストの内容等は、ミニテスト実施対象コースの講義

内で配付する「お知らせ」をご参照ください。 

⑤正誤情報 
誤植などの情報を掲載して

います。教材の記載事項を

疑問に思ったとき、まずは

こちらでご確認ください。 

https://portal.tac-school.co.jp/
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４ スクーリング 
 

対象となる通信メディアの受講生が、ＴＡＣ校舎で開講されている教室講座に無料で出席できる

制度です。同じ目的を持ったライバルと顔を合わせる良い機会ですので、ぜひご活用ください。 

なおご利用の際は必ず会員証と教材をご持参のうえ、直接ご希望の教室へお越しください。 

 

(１)利用可能な回数・講座 等【注：「答練」「模試」については後述(6)参照】 
●：利用可能／回数制限あり  ―：利用対象外  斜線：対象外 

申込コース 

（ＤＶＤ通信講座 or Ｗｅｂ通信講座） 

申込コース 

上級総合本科生 上級総合パック 実践力養成パック 
答練本科生 

記述対策プラス 

利用可能な回数 20 回 15 回 5 回 5 回 

択一式対策講座【理論編】 ●    

択一式対策講座【実践編】 ● ● ●  

記述式対策講座 ● ●  ● 

(２)利用可能な校舎 

 スクーリング制度は、教室講座を開講している校舎でのみ利用することができます。 

(３)利用対象外 

① (1)の表に記載の「申込コース」以外の方は、スクーリングの対象外です。 

② 「申込コース」の方であっても、オプションとして別途追加でお申込みいただいた部分は、す

べてスクーリングの対象外です。 

③ 答練解説講義など事前収録講義の場合、教室講座の実施はございませんので、スクーリング

の対象外です。 

④ ご利用いただけるのは教室講座のみです。ビデオブースはご利用いただけません。 

(４)スクーリング制度の利用方法 

[1] 出席する講義を決める 

  「日程表」（TAC WEB SCHOOL「講座からのお知らせ」や司法書士講座ウェブサイト等参照）で、

利用予定校舎の講義日時を確認してください。 

  ※ 日程はやむを得ず変更されることもございます。変更時はTAC WEB SCHOOLにてお知らせします。 

[2] 教室講座に出席する 

 ① 教材（テキスト）と会員証を必ず持参してください。 

 ② 利用校舎に掲示されている「今日のＴＡＣ」（教室割）で教室をご確認ください。 

 ③ 教室へお越しください。 

 ④ 受講中は会員証を机の上に置いてください。会員証の読み取りを行います。 
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(５)ご利用の際の注意事項 

■会員証を忘れてしまったとき 

 講義開始前に受付窓口へお越しください。「仮受講証」を交付いたします。会員証あるいは仮受講

証の確認ができない場合、ご利用をお断りする場合もございます。 

■会員証を紛失なさったとき 

 受付にて再発行いたします。下記のものをご持参ください。 

 身分証明書／再発行手数料（１枚につき\500）／印鑑／証明写真２枚（縦3cm×横2.4cm程度） 

 

 

(６)その他の教室受講（校舎受講）制度について 

 「スクーリング」（回数制限あり）には該当しない、その他の教室受講（校舎受講）制度について

ご案内します。 

 

①「答練校舎受験（答練教室受講）」制度 

答練の「試験時間」部分を教室でご受講いただくものです。 

【対象】答練を含むコース（答練本科生、答練パックなど）をお申込の方 

【内容】答練の試験部分を教室で受講（受験）できる 

【回数制限】なし 

【教材】事前に郵送された答練問題等を、当日必ず持参してください。教材の貸出等は一切行い

ません。なお答案は原則として会場で回収します。 

※ 答練を「教室」で実施している校舎に限ります。 

※ 答練の「解説講義」部分は、教室での実施がありませんので、上記制度の対象外です。 

※ 提携校（水戸校・金沢校・福山校・高松校・徳島校・大分校・熊本校・宮崎校ほか）は、上記

制度の対象外です。 

 

②「全国模試シリーズ 受験番号発行手続」による会場選択 

「受験番号発行手続」を経て、模試を「会場受験」に変更していただくものです。 

【対象】模試を含むコースをお申込の方 

【内容】模試を校舎（会場）で受験できる［会場変更］ 

【回数】会場受験の手続を行った該当回のみ利用可能 

【手続】事前手続必須（2022年1月下旬以降に手続及びご案内開始）、手数料等不要です。 

【定員】会場には定員がありますので、手続開始後はお早めに手続をお済ませください。 

【教材】会場そのものを変更する手続ですので、教材を持参する必要はありません。 

※ 模試の「解説講義」部分は、教室での実施がありませんので、上記制度の対象外です。 

※ 手続の概要はＰ１８をご参照ください。 
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